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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　複数のサブフレーム中で狭帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別
することと、
　複数のユーザ機器（ＵＥ）デバイスを識別することと、
　アップリンク（ＵＬ）制御情報を搬送するために、前記時間リソースおよび前記周波数
リソースのうちの少なくとも第１の部分をＵＬチャネルに割り振ることと、ここにおいて
、前記第１の部分は７シンボルのスロットを含む、
　前記ＵＬチャネルのリソースを前記識別された複数のＵＥデバイスに割り振ることと、
ここにおいて、前記割り振られたリソースは、前記識別された複数のＵＥデバイスのため
のシングルトーン割振りを含む、
　前記スロットのシンボル１、２、６、７をＵＬデータ送信に割り振り、前記スロットの
シンボル３、４、５を基準シンボル送信に割り振ることと、
　ここにおいて、前記狭帯域通信は、狭帯域ＬＴＥ（ＮＢ－ＬＴＥ）通信、マシンツーマ
シン（Ｍ２Ｍ）通信、および狭帯域モノのインターネット（ＮＢ－ＩｏＴ）通信のうちの
１つを含む、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記ＵＬチャネル上で、前記複数のＵＥデバイスのうちの１つまたは複数から、ダウン
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リンク肯定応答（ＡＣＫ）とダウンリンク否定応答（ＮＡＫ）の一方または両方を受信す
ること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＵＬチャネルを、時間領域と周波数領域の一方または両方において、物理アップリ
ンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）、サウ
ンディング基準信号（ＳＲＳ）、またはそれらの組合せと多重化すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＵＬチャネルが専用物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＵＬチャネルの同数のリソースを基準シンボル送信およびデータシンボル送信に割
り振ること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＵＬチャネル上で、並列に、前記複数のＵＥデバイスからシングルトーン送信を受
信すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＵＬチャネル上で並列に、前記複数のＵＥデバイスのうちのＵＥデバイスから、複
数のシングルトーン送信を受信すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記時間リソースおよび前記周波数リソースのうちの少なくとも前記第１の部分を前記
ＵＬチャネルに割り振ることが、
　前記複数のサブフレーム中のあるサブフレームから別のサブフレームにかけて、周波数
リソースの同じセットを前記ＵＬチャネルに割り振ること、
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＵＬチャネルのリソースを前記複数のＵＥデバイスに割り振ることが、
　イントラリソースブロック周波数ホッピングを使用して、前記ＵＬチャネルのリソース
を前記複数のＵＥデバイスに割り振ること
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数のＵＥデバイスに割り振られた前記ＵＬチャネルの前記時間リソースおよび前
記周波数リソースが、バンドルされた送信時間間隔（ＴＴＩ）を備える、請求項１に記載
の方法。
【請求項１１】
　サウンディング基準信号（ＳＲＳ）の測定、前記狭帯域通信のアップリンクのためのチ
ャネル品質情報（ＣＱＩ）、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上で受信され
たＣＱＩ、またはそれらの組合せに基づいて、前記狭帯域通信の少なくとも１つのダウン
リンクのためのチャネル状態情報（ＣＳＩ）を概算すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＵＬチャネルのリソースを前記複数のＵＥデバイスに割り振ることが、
　前記ＵＥデバイスに関連するカバレージ向上（ＣＥ）レベルに基づいて、前記ＵＬチャ
ネルのリソースを前記複数のＵＥデバイスのうちのＵＥデバイスに割り振ること
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
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　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
を備え、前記命令が、前記装置に、
　　複数のサブフレーム中で狭帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識
別することと、
　　複数のユーザ機器（ＵＥ）デバイスを識別することと、
　　アップリンク（ＵＬ）制御情報を搬送するために、前記時間リソースおよび前記周波
数リソースのうちの少なくとも第１の部分をＵＬチャネルに割り振ることと、ここにおい
て、前記第１の部分は７シンボルのスロットを含む、
　　前記ＵＬチャネルのリソースを前記識別された複数のＵＥデバイスに割り振ることと
、ここにおいて、前記割り振られたリソースは、前記識別された複数のＵＥデバイスのた
めのシングルトーン割振りを含む、
　前記スロットのシンボル１、２、６、７をＵＬデータ送信に割り振り、前記スロットの
シンボル３、４、５を基準シンボル送信に割り振ることと、
　ここにおいて、前記狭帯域通信は、狭帯域ＬＴＥ（ＮＢ－ＬＴＥ）通信、マシンツーマ
シン（Ｍ２Ｍ）通信、および狭帯域モノのインターネット（ＮＢ－ＩｏＴ）通信のうちの
１つを含む、
　を行わせるために前記プロセッサによって実行可能である、装置。
【請求項１４】
　ユーザ機器（ＵＥ）デバイスにおけるワイヤレス通信のための方法であって、
　複数のサブフレーム中で狭帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別
することと、
　前記ＵＥデバイスのためのアップリンク（ＵＬ）制御情報を搬送するためにＵＬチャネ
ルに割り振られたという前記時間リソースおよび前記周波数リソースのうちの少なくとも
第１の部分の指示を受信することと、ここにおいて、前記第１の部分は前記ＵＥのための
シングルトーン割振りを含み、ここにおいて、前記第１の部分は７シンボルのスロットを
含み、前記スロットのシンボル１、２、６、７はＵＬデータ送信に割り振られ、前記スロ
ットのシンボル３、４、５は基準シンボル送信に割り振られる、
　前記第１の部分の前記スロットのシンボル１、２、６、７のうちの１つまたは複数にお
いて、ダウンリンク肯定応答（ＡＣＫ）とダウンリンク否定応答（ＮＡＫ）の一方または
両方を送信することと、
　ここにおいて、前記狭帯域通信は、狭帯域ＬＴＥ（ＮＢ－ＬＴＥ）通信、マシンツーマ
シン（Ｍ２Ｍ）通信、および狭帯域モノのインターネット（ＮＢ－ＩｏＴ）通信のうちの
１つを含む、
　を備える、方法。
【請求項１５】
　ユーザ機器（ＵＥ）デバイスにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
を備え、前記命令が、
　　複数のサブフレーム中で狭帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識
別することと、
　　前記ＵＥデバイスのためのアップリンク（ＵＬ）制御情報を搬送するためにＵＬチャ
ネルに割り振られたという前記時間リソースおよび前記周波数リソースのうちの少なくと
も第１の部分の指示を受信することと、ここにおいて、前記第１の部分は前記ＵＥのため
のシングルトーン割振りを含み、ここにおいて、前記第１の部分は７シンボルのスロット
を含み、前記スロットのシンボル１、２、６、７はＵＬデータ送信に割り振られ、前記ス
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ロットのシンボル３、４、５は基準シンボル送信に割り振られる、
　前記第１の部分の前記スロットのシンボル１、２、６、７のうちの１つまたは複数にお
いて前記ＵＬチャネル上で、ダウンリンク肯定応答（ＡＣＫ）とダウンリンク否定応答（
ＮＡＫ）の一方または両方を送信することと、
　ここにおいて、前記狭帯域通信は、狭帯域ＬＴＥ（ＮＢ－ＬＴＥ）通信、マシンツーマ
シン（Ｍ２Ｍ）通信、および狭帯域モノのインターネット（ＮＢ－ＩｏＴ）通信のうちの
１つを含む、
　を行うために前記プロセッサによって実行可能である、装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１６年８月２４日に出
願された、「Techniques For Allocating Time And Frequency Resources To An Uplink 
Channel To Carry Uplink Control Information Used For Narrowband Communication」
と題する、Ｗａｎｇらによる米国特許出願第１５／２４５，６４０号、および２０１５年
９月２日に出願された、「Techniques For Allocating Time And Frequency Resources T
o A Dedicated Physical Uplink Control Channel Used For Narrowband Communication
」と題する、Ｗａｎｇらによる米国仮特許出願第６２／２１３，５５３号の優先権を主張
する。
【０００２】
　[0002]本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、狭帯域通
信のために使用されるアップリンク制御情報を搬送するために、時間リソースおよび周波
数リソースをＵＬチャネルに割り振ることに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能であ
り得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シス
テム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム
、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがある（たとえば、ロングター
ムＬチャネルは、専用物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を備える。ｃｃｅｓ
ｓアクセス通信システムは、場合によってはユーザ機器（ＵＥ）として知られていること
がある、複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、いくつかの基地
局を含み得る。基地局は、（たとえば、基地局からＵＥデバイスへの送信のために）ダウ
ンリンクチャネル上でＵＥデバイスと通信し、（たとえば、ＵＥデバイスから基地局への
送信のために）アップリンクチャネル上でＵＥデバイスと通信し得る。
【０００４】
　[0004]いくつかのタイプのＵＥデバイスは、狭帯域通信を使用して基地局または他のＵ
Ｅデバイスと通信し得る。狭帯域通信は、たとえば、狭帯域ＬＴＥ（登録商標）（ＮＢ－
ＬＴＥ）通信、（本開示の目的のためにマシンタイプ通信（ＭＴＣ）がその一部と見なさ
れ得る）Ｍ２Ｍ通信、ＮＢ－モノのインターネット（ＮＢ－ＩｏＴ：NB-Internet of Thi
ngs）通信など）を含み得る。狭帯域通信の狭帯域幅を仮定すれば、狭帯域リソースが割
り振られるチャネルおよび信号のタイプ、ならびに狭帯域リソースがそのようなチャネル
および信号に割り振られる様式ならびにそのようなチャネルおよび信号の構成に関する選
定が行われる必要があり得る。
【発明の概要】
【０００５】



(5) JP 6816119 B2 2021.1.20

10

20

30

40

50

　[0005]本開示は、たとえば、狭帯域通信のために使用されるアップリンク（ＵＬ）チャ
ネルに時間リソースおよび周波数リソースを割り振るための技法に関する。ダウンリンク
肯定応答（ＡＣＫ）、ダウンリンク否定応答（ＮＡＫ）、またはチャネル品質情報（ＣＱ
Ｉ）など、情報を送信または受信する目的で、リソースがＵＬチャネルに割り振られ得る
。いくつかの場合には、ＵＬチャネルは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）
など、ＵＬ制御チャネルであり得る。いくつかの例では、ＣＱＩは、ＵＬチャネル上で送
信されないことがあるが、代わりに、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上で
送信されることがあるかまたは送信されないことがある。ＣＱＩがＵＥデバイスから基地
局に送信されないとき、基地局は、いくつかの方法でチャネル状態情報（ＣＳＩ）を概算
し得る。いくつかの例では、ＵＬチャネルのＵＥデバイス送信容量を最適化する（たとえ
ば、最大化する）および／またはＵＥデバイスの送信時間を最適化する（たとえば、最小
限に抑える）方法で、リソースがＵＬチャネルに割り振られ得、ＵＬチャネルのリソース
が複数のＵＥデバイスに割り振られ得る。
【０００６】
　[0006]ワイヤレス通信の方法が説明される。本方法は、複数のサブフレーム中で狭帯域
通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別することと、複数のＵＥデバイス
を識別することと、ＵＬ制御情報を搬送するために、時間リソースおよび周波数リソース
のうちの少なくとも第１の部分をＵＬチャネルに割り振ることと、ＵＬチャネルのリソー
スを、識別された複数のＵＥデバイスに割り振ることとを含み得る。
【０００７】
　[0007]ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、複数のサブフレーム中で
狭帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別するための手段と、複数の
ＵＥデバイスを識別するための手段と、ＵＬ制御情報を搬送するために、時間リソースお
よび周波数リソースのうちの少なくとも第１の部分をＵＬチャネルに割り振るための手段
と、ＵＬチャネルのリソースを、識別された複数のＵＥデバイスに割り振るための手段と
を含み得る。
【０００８】
　[0008]ワイヤレス通信のための別の装置が説明される。本装置は、プロセッサと、プロ
セッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、複
数のサブフレーム中で狭帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別する
ことと、複数のＵＥデバイスを識別することと、ＵＬ制御情報を搬送するために、時間リ
ソースおよび周波数リソースのうちの少なくとも第１の部分をＵＬチャネルに割り振るこ
とと、ＵＬチャネルのリソースを、識別された複数のＵＥデバイスに割り振ることとをプ
ロセッサに行わせるように動作可能であり得る。
【０００９】
　[0009]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。本非一時
的コンピュータ可読媒体は、複数のサブフレーム中で狭帯域通信のために時間リソースお
よび周波数リソースを識別することと、複数のＵＥデバイスを識別することと、ＵＬ制御
情報を搬送するために、時間リソースおよび周波数リソースのうちの少なくとも第１の部
分をＵＬチャネルに割り振ることと、ＵＬチャネルのリソースを、識別された複数のＵＥ
デバイスに割り振ることとをプロセッサに行わせるように動作可能な命令を含み得る。
【００１０】
　[0010] 上記で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、ＵＬチャネル上で、複数のＵＥデバイスのうちの１つまたは複数から、ダウン
リンクＡＣＫとダウンリンクＮＡＫの一方または両方を受信するためのプロセス、特徴、
手段、または命令をさらに含み得る。
【００１１】
　[0011]上記で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ＵＬチャネルを、時間領域と周波数領域の一方または両方において、物理アップ
リンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）、サ
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ウンディング基準信号（ＳＲＳ）、またはそれらの組合せのうちの１つまたは複数と多重
化するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００１２】
　[0012]上記で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、ＵＬチャネルは専用ＰＵＣＣＨを備える。
【００１３】
　[0013]上記で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ＵＬチャネルの同数のリソースを基準シンボル送信およびデータシンボル送信に
割り振るためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００１４】
　[0014]上記で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、ＵＬチャネルのリソースを複数のＵＥデバイスに割り振ることは、時間領域に
おけるクロススロット符号分割多重化（ＣＤＭ）、周波数領域におけるＣＤＭ、周波数領
域多重化（ＦＤＭ）、またはそれらの組合せを使用して、ＵＬチャネルのリソースを複数
のＵＥデバイスに割り振ることを備える。
【００１５】
　[0015]上記で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ＵＬチャネル上で、複数のＵＥデバイスからマルチプルトーン送信を受信するた
めのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００１６】
　[0016]上記で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ＵＬチャネル上で、並列に、複数のＵＥデバイスからシングルトーン送信を受信
するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００１７】
　[0017]上記で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ＵＬチャネル上で並列に、複数のＵＥデバイスのうちのＵＥデバイスから、複数
のシングルトーン送信を受信するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み
得る。
【００１８】
　[0018]上記で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、時間リソースおよび周波数リソースのうちの少なくとも第１の部分をＵＬチャ
ネルに割り振ることは、複数のサブフレーム中のあるサブフレームから別のサブフレーム
にかけて、周波数リソースの同じセットまたは周波数リソースの異なるセットをＵＬチャ
ネルに割り振ることを備える。
【００１９】
　[0019]上記で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、ＵＬチャネルのリソースを複数のＵＥデバイスに割り振ることは、イントラリ
ソースブロック周波数ホッピングを使用して、ＵＬチャネルのリソースを複数のＵＥデバ
イスに割り振ることを備える。
【００２０】
　[0020]上記で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、複数のＵＥデバイスに割り振られたＵＬチャネルの時間リソースおよび周波数
リソースは、バンドルされた送信時間間隔（ＴＴＩ）を備える。
【００２１】
　[0021]上記で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ＳＲＳの測定、狭帯域通信のアップリンクのためのＣＱＩ、ＰＵＳＣＨ上で受信
されたＣＱＩ、またはそれらの組合せに少なくとも部分的に基づいて、狭帯域通信の少な
くとも１つのダウンリンクのためのＣＳＩを概算するためのプロセス、特徴、手段、また
は命令をさらに含み得る。
【００２２】
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　[0022]上記で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、ＵＬチャネルのリソースを複数のＵＥデバイスに割り振ることは、ＵＥデバイ
スに関連するカバレージ拡張（ＣＥ）レベルに少なくとも部分的に基づいて、ＵＬチャネ
ルのリソースを複数のＵＥデバイスのうちのＵＥデバイスに割り振ることを備える。
【００２３】
　[0023]上記で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、複数のサブフレームの各サブフレームの各シンボル期間中に、ＳＲＳを送信する
ためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００２４】
　[0024]ワイヤレス通信の方法が説明される。本方法は、複数のサブフレーム中で狭帯域
通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別することと、ＵＥデバイスのため
のＵＬ制御情報を搬送するために、ＵＬチャネルに割り振られた時間リソースおよび周波
数リソースのうちの少なくとも第１の部分の指示を受信することと、ＵＬチャネル上で、
ダウンリンクＡＣＫとダウンリンクＮＡＫの一方または両方を送信することとを含み得る
。
【００２５】
　[0025]ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、複数のサブフレーム中で
狭帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別するための手段と、ＵＥデ
バイスのためのＵＬ制御情報を搬送するために、ＵＬチャネルに割り振られた時間リソー
スおよび周波数リソースのうちの少なくとも第１の部分の指示を受信するための手段と、
ＵＬ上で、ダウンリンクＡＣＫとダウンリンクＮＡＫの一方または両方を送信するための
手段とを含み得る。
【００２６】
　[0026]ワイヤレス通信のための別の装置が説明される。本装置は、プロセッサと、プロ
セッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、複
数のサブフレーム中で狭帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別する
ことと、ＵＥデバイスのためのＵＬ制御情報を搬送するために、ＵＬチャネルに割り振ら
れた時間リソースおよび周波数リソースのうちの少なくとも第１の部分の指示を受信する
ことと、ＵＬチャネル上で、ダウンリンクＡＣＫとダウンリンクＮＡＫの一方または両方
を送信することとをプロセッサに行わせるように動作可能であり得る。
【００２７】
　[0027]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。非一時的
コンピュータ可読媒体は、複数のサブフレーム中で狭帯域通信のために時間リソースおよ
び周波数リソースを識別することと、ＵＥデバイスのためのＵＬ制御情報を搬送するため
に、ＵＬチャネルに割り振られた時間リソースおよび周波数リソースのうちの少なくとも
第１の部分の指示を受信することと、ＵＬチャネル上で、ダウンリンクＡＣＫとダウンリ
ンクＮＡＫの一方または両方を送信することとをプロセッサに行わせるように動作可能な
命令を含み得る。
【００２８】
　[0028]上記で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を送信するためのプロセス、特徴
、手段、または命令をさらに含み得、ここにおいて、ＵＬチャネルはＰＵＳＣＨと多重化
され得る。
【００２９】
　[0029]上記で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、ＵＬチャネルは専用ＰＵＣＣＨを備える。
【００３０】
　[0030]上記で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ＵＬチャネル上で同数の基準シンボルおよびデータシンボルを送信するためのプ
ロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
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【００３１】
　[0031]上記で説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ＵＬチャネル上で、時間領域におけるクロススロットＣＤＭ、周波数領域におけ
るＣＤＭ、ＦＤＭ、またはそれらの組合せを使用して送信するためのプロセス、特徴、手
段、または命令をさらに含み得る。
【００３２】
　[0032]本開示の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによって
実現され得る。添付の図では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。
さらに、それらの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様の構
成要素同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラ
ベルのみが本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわら
ず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】[0033]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[0034]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図３】[0035]本開示の様々な態様による、ＬＴＥ通信とＮＢ－ＬＴＥ通信との間の共存
を与える時間および周波数リソース割振りを示す図。
【図４】[0036]本開示の様々な態様による、狭帯域通信（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ通信）
のために使用可能なＵＬチャネルのための時間および周波数リソース割振りを示す図。
【図５】[0037]本開示の様々な態様による、狭帯域通信（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ通信）
のために使用可能なＵＬチャネルのための時間および周波数リソース割振りを示す図。
【図６】[0038]本開示の様々な態様による、狭帯域通信（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ通信）
のために使用可能なＵＬチャネル時間および周波数リソース割振りを示す図。
【図７】[0039]本開示の様々な態様による、狭帯域ＵＥデバイスに割り振られ得る、狭帯
域通信（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ通信）のために使用可能なＵＬチャネルのシングルトー
ンリソースを示す図。
【図８】[0040]本開示の様々な態様による、狭帯域通信（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ通信）
のために使用可能なＵＬチャネルのための時間および周波数リソース割振りを示す図。
【図９】[0041]本開示の様々な態様による、狭帯域通信（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ通信）
のための使用可能なスーパーフレーム内の時間および周波数リソース割振りを示す図。
【図１０】[0042]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのデ
バイスの図。
【図１１】[0043]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信マネージャの図。
【図１２】[0044]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのデ
バイスの図。
【図１３】[0045]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信マネージャの図。
【図１４】[0046]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基
地局（たとえば、ｅＮＢの一部または全部を形成する基地局）の図。
【図１５】[0047]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのＵ
Ｅデバイスの図。
【図１６】[0048]本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方
法の一例を示すフローチャート。
【図１７】[0049]本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方
法の一例を示すフローチャート。
【図１８】[0050]本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方
法の一例を示すフローチャート。
【図１９】[0051]本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のための方
法の一例を示すフローチャート。
【図２０】[0052]本開示の様々な態様による、ＵＥデバイスにおけるワイヤレス通信のた
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めの方法の一例を示すフローチャート。
【図２１】[0053]本開示の様々な態様による、ＵＥデバイスにおけるワイヤレス通信のた
めの方法の一例を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　[0054]説明される特徴は、一般に、狭帯域通信のために使用されるアップリンク制御情
報を搬送するために、時間リソースおよび周波数リソースをＵＬチャネルに割り振るため
の改善されたシステム、方法、および装置に関する。いくつかの例では、狭帯域ＵＥデバ
イスは、極めて低いスループット通信をサポートするか、電力効率的であるか、時々難し
い環境において屋内または屋外に展開されるか、比較的低コストであるか、あるいは低減
された複雑さを有し得る（たとえば、狭帯域ＵＥデバイスは、回線交換サービスまたは無
線アクセス技術（ＲＡＴ）間モビリティをサポートしないことがある）。いくつかの例で
は、ワイヤレス通信システムにおける狭帯域ＵＥデバイスの密度は、基地局またはアクセ
スポイント当たり数百または数千程度であり得るが、広帯域ＵＥデバイスの密度は、はる
かに低くなり得る。
【００３５】
　[0055]狭帯域ＵＥデバイスと広帯域ＵＥデバイスとの間の上記の差を仮定すれば、狭帯
域通信のために特に設計されたアップリンク制御情報を搬送するためのＵＬチャネルが望
ましいことがある。いくつかの場合には、ＵＬチャネルは、ＵＬ制御チャネルまたは専用
ＵＬ制御チャネル、たとえば専用ＰＵＣＣＨであり得る。いくつかの例では、リソース断
片化を回避するために、リソースをそのようなＵＬチャネルに割り振るときにＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａリソース割振りフレームワークを保持することが望ましいことがある。いくつか
の例では、ＵＥデバイス送信容量および／またはＵＥデバイス送信時間を最適化するため
に、アップリンク制御情報を搬送するためのＵＬチャネルが設計され得る。
【００３６】
　[0056]以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適用
可能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明さ
れる要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜に様々なプロシ
ージャまたは構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえば、説明される方法は、
説明される順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加、省略、または組み
合わせられ得る。また、いくつかの例に関して説明される特徴は、他の例において組み合
わせられ得る。
【００３７】
　[0057]図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例を示
す。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と、ＵＥデバイス１１５と、コアネ
ットワーク１３０とを含み得る。コアネットワーク１３０は、ユーザ認証と、アクセス許
可と、トラッキングと、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性と、他のアクセス、ル
ーティング、またはモビリティ機能とを与え得る。基地局１０５は、バックホールリンク
１３２（たとえば、Ｓ１など）を通してコアネットワーク１３０とインターフェースし得
、ＵＥデバイス１１５との通信のための無線構成およびスケジューリングを実行し得るか
、または基地局コントローラ（図示せず）の制御下で動作し得る。様々な例では、基地局
１０５は、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４
（たとえば、Ｘ２など）を介して、直接または間接的にのいずれかで（たとえば、コアネ
ットワーク１３０を通して）、互いと通信し得る。
【００３８】
　[0058]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥデバイス１１５
とワイヤレス通信し得る。基地局１０５のサイトの各々は、それぞれの地理的カバレージ
エリア１１０に通信カバレージを与え得る。いくつかの例では、基地局１０５は、基地ト
ランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノード
Ｂ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼
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ばれることがある。基地局１０５のための地理的カバレージエリア１１０は、カバレージ
エリアの一部分を構成するセクタ（図示せず）に分割され得る。ワイヤレス通信システム
１００は、異なるタイプの基地局１０５（たとえば、マクロ基地局またはスモールセル基
地局）を含み得る。異なる技術のための重複する地理的カバレージエリア１１０があり得
る。
【００３９】
　[0059]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネット
ワークを含み得、以下で説明されるように、狭帯域通信技法を採用し得る。ＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、基地局１０５を表す
ために使用され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのｅＮＢが様々な
地理的領域にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。た
とえば、各ｅＮＢまたは基地局１０５は、マクロセル、スモールセル、または他のタイプ
のセルに通信カバレージを与え得る。「セル」という用語は、コンテキストに応じて、基
地局、基地局に関連するキャリアまたはコンポーネントキャリア、あるいはキャリアまた
は基地局のカバレージエリア（たとえば、セクタなど）を表すために使用され得る３ＧＰ
Ｐ（登録商標）用語である。
【００４０】
　[0060]マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）を
カバーし得、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥデバイスによる無制
限アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、同じまたは異なる
（たとえば、認可、共有などの）無線周波数スペクトル帯域内でマクロセルとして動作し
得る低電力基地局であり得る。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセルとフェムト
セルとマイクロセルとを含み得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得
、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥデバイスによる無制限アクセス
を可能にし得る。フェムトセルは、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）を同じ
くカバーし得、フェムトセルとの関連を有するＵＥデバイス（たとえば、限定加入者グル
ープ（ＣＳＧ：closed subscriber group）中のＵＥデバイス、自宅内のユーザのための
ＵＥデバイスなど）による制限付きアクセスを与え得る。マクロセルのためのｅＮＢはマ
クロｅＮＢと呼ばれることがある。スモールセルのためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ
、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１
つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セル（たとえば、コンポーネント
キャリア）をサポートし得る。
【００４１】
　[0061]ワイヤレス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。
同期動作の場合、基地局は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送信
は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、基地局は異なるフレームタイミン
グを有し得、異なる基地局からの送信は時間的に整合されないことがある。本明細書で説
明される技法は、同期動作または非同期動作のいずれかのために使用され得る。
【００４２】
　[0062]様々な開示される例のうちのいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化
プロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。ユーザプ
レーンでは、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：Pack
et Data Convergence Protocol）レイヤにおける通信はＩＰベースであり得る。無線リン
ク制御（ＲＬＣ）レイヤが、論理チャネルを介して通信するためにパケットセグメンテー
ションおよびリアセンブリを実行し得る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤが、優先度
処理と、トランスポートチャネルへの論理チャネルの多重化とを実行し得る。ＭＡＣレイ
ヤはまた、リンク効率を改善するためにＭＡＣレイヤにおいて再送信を行うためにハイブ
リッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）を使用し得る。制御プレーンでは、無線リソース制御（ＲＲＣ
）プロトコルレイヤが、ユーザプレーンデータのための無線ベアラをサポートする、ＵＥ
デバイス１１５と基地局１０５またはコアネットワーク１３０との間のＲＲＣ接続の確立
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と構成と保守とを行い得る。物理（ＰＨＹ）レイヤにおいて、トランスポートチャネルは
物理チャネルにマッピングされ得る。
【００４３】
　[0063]ＵＥデバイス１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され
得、各ＵＥデバイス１１５は固定または移動であり得る。ＵＥデバイス１１５は、移動局
、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニッ
ト、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイ
ス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、
ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何ら
かの他の好適な用語をも含むか、あるいはそのように当業者によって呼ばれることもある
。ＵＥデバイス１１５は、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム
、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップト
ップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、ＮＢ－
ＬＴＥデバイス、Ｍ２Ｍデバイス、ＭＴＣデバイス、ＮＢ－ＩｏＴデバイスなどであり得
る。ＵＥデバイス１１５は、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含
む、様々なタイプの基地局１０５およびネットワーク機器と通信することが可能であり得
る。
【００４４】
　[0064]ワイヤレス通信システム１００に示されている通信リンク１２５は、基地局１０
５からＵＥデバイス１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信、またはＵＥデバイス１１５か
ら基地局１０５へのＵＬ送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれ
ることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。通信リンク
１２５は、本開示で説明されるように、狭帯域通信のためのＵＬチャネルリソースを含み
得る。
【００４５】
　[0065]いくつかの例では、各通信リンク１２５は１つまたは複数のキャリアを含み得、
ここで、各キャリアは、上記で説明された様々な無線技術に従って変調された複数のサブ
キャリア（たとえば、異なる周波数の波形信号）からなる信号であり得る。各被変調信号
は、異なるサブキャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルな
ど）、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送し得る。通信リンク１２５は、周波
数分割複信（ＦＤＤ）動作を使用して（たとえば、対スペクトルリソースを使用して）ま
たは時分割複信（ＴＤＤ）動作を使用して（たとえば、不対スペクトルリソースを使用し
て）双方向通信を送信し得る。ＦＤＤ動作のためのフレーム構造（たとえば、フレーム構
造タイプ１）とＴＤＤ動作のためのフレーム構造（たとえば、フレーム構造タイプ２）と
が定義され得る。
【００４６】
　[0066]図２は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム２００の一例を示
す。ワイヤレス通信システム２００は、ワイヤレス通信システム１００の一部分の一例で
あり得、第１の基地局１０５－ａと、第２の基地局１０５－ｂと、第１のＵＥデバイス１
１５－ａと、第２のＵＥデバイス１１５－ｂとを含み得る。
【００４７】
　[0067]いくつかの例では、第１の基地局１０５－ａは、広帯域通信を使用して第１のＵ
Ｅデバイス１１５－ａと通信し得、第２の基地局１０５－ｂは、狭帯域通信を使用して第
２のＵＥデバイス１１５－ｂと通信し得る。広帯域通信および狭帯域通信は、同じ無線周
波数スペクトル内で行われることがあり、したがって、広帯域通信を使用して通信するデ
バイスと狭帯域通信を使用するデバイスとの共存を可能にする様式で、広帯域通信および
狭帯域通信のためのリソースを割り振ることが望ましいことがある。
【００４８】
　[0068]ワイヤレス通信システム２００のいくつかの例では、第１の基地局１０５－ａは
、さらに狭帯域通信が可能であり得るか、または第２の基地局１０５－ｂは、さらに広帯
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域通信が可能であり得る。同様に、第１のＵＥデバイス１１５－ａは、さらに狭帯域通信
が可能であり得るか、または第２のＵＥデバイス１１５－ｂは、さらに広帯域通信が可能
であり得る。
【００４９】
　[0069]図３は、本開示の様々な態様による、ＬＴＥ通信とＮＢ－ＬＴＥ通信との間の共
存を与える時間および周波数リソース割振り３００を示す。ＬＴＥ通信は、第１の基地局
とＬＴＥ対応ＵＥデバイスのセットとの間で行われ得る。ＮＢ－ＬＴＥ通信は、第１の基
地局（または第２の基地局）とＮＢ－ＬＴＥ対応ＵＥデバイスのセットとの間で行われ得
る。特定のＵＥデバイスが、ＬＴＥ対応ＵＥデバイスのセット、ＮＢ－ＬＴＥ対応ＵＥデ
バイスのセット、またはＬＴＥ対応ＵＥデバイスのセットおよびＮＢ－ＬＴＥ対応ＵＥデ
バイスのセット中に含まれ得る。いくつかの例では、第１の基地局および第２の基地局は
、図１および図２を参照しながら説明された基地局１０５の例であり得、ＬＴＥ対応ＵＥ
デバイスおよびＮＢ－ＬＴＥ対応ＵＥデバイスは、図１および図２を参照しながら説明さ
れたＵＥデバイス１１５の例であり得る。
【００５０】
　[0070]ＬＴＥ通信とＮＢ－ＬＴＥ通信との間の共存を与えるために、時間リソースおよ
び周波数リソースが、ＬＴＥ　ＯＦＤＭヌメロロジーおよびＬＴＥリソースブロックに少
なくとも部分的に基づいて、リソース割振りフレームワーク内でＮＢ－ＬＴＥ通信のため
に割り振られ得る。ＮＢ－ＬＴＥリソース割振りの第１の例では、帯域外ＬＴＥリソース
（たとえば、ＬＴＥシステム帯域幅３０５の外側に位置するリソース）が、ＮＢ－ＬＴＥ
通信のために割り振られ得る。いくつかの例では、ＮＢ－ＬＴＥ通信のために割り振られ
た帯域外ＬＴＥリソースは、ＬＴＥシステム帯域幅３０５に隣接するガードバンド３１０
中にあり得る。ＮＢ－ＬＴＥリソース割振りの第２および第３の例では、帯域内ＬＴＥリ
ソース（たとえば、ＬＴＥシステム帯域幅３０５の内側に位置するリソース）が、ＮＢ－
ＬＴＥ通信のために割り振られ得る。第２の例では、ＮＢ－ＬＴＥ通信のために割り振ら
れた帯域内ＬＴＥリソースは、各サブフレーム中の周波数リソースの同じサブセットにわ
たるリソースブロックのセット３１５中にあり得る。第３の例では、ＮＢ－ＬＴＥ通信の
ために割り振られた帯域内ＬＴＥリソースは、サブフレームの第１のセット中の各サブフ
レーム中に（たとえば、サブフレームＳＦ０、ＳＦ１、およびＳＦ２中に）、異なるサブ
フレーム中の異なるリソースブロック中にあり得（たとえば、周波数リソースの第１のサ
ブセットにわたるリソースブロックの第１のセット３２０が、ＬＴＥ通信のために未使用
であり、したがって、ＮＢ－ＬＴＥ通信のために利用可能であると決定され得）、周波数
リソースの第２のサブセットにわたるリソースブロックの第２のセット３２５が、サブフ
レームの第２のセット中の各サブフレーム中に（たとえば、サブフレームＳＦ２、ＳＦ３
、およびＳＦ４中に）、ＬＴＥ通信のために未使用であり、したがって、ＮＢ－ＬＴＥ通
信のために利用可能であると決定され得る。
【００５１】
　[0071]ＮＢ－ＬＴＥアップリンクを構成するとき、リソースが、ＰＲＡＣＨ、ＰＵＣＣ
Ｈ、ＰＵＳＣＨ、またはＳＲＳなど、複数の異なるチャネルまたは信号に割り振られる必
要があり得る（たとえば、ＰＲＡＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、およびＳＲＳは、ＮＢ
－ＬＴＥアップリンク上で多重化される必要があり得る）。リソースは、複数のＵＥデバ
イスにも割り振られる必要があり得る（たとえば、異なるＵＥデバイスのためのリソース
割振りが、ＮＢ－ＬＴＥアップリンク上で多重化される必要があり得る）。いくつかの例
では、ＮＢ－ＬＴＥアップリンクのリソースは、単一のリソースブロックの帯域幅内で１
２個のトーンがそれの中で定義される、ＬＴＥトーン間隔を使用して、異なるチャネル／
信号またはＵＥデバイスに割り振られ得る。他の例では、ＮＢ－ＬＴＥアップリンクリソ
ースの数、グラニュラリティ、または次元が、ＬＴＥトーン間隔よりも細かいＮＢ－ＬＴ
Ｅトーン間隔を使用することによって増加され得る。たとえば、７２個のトーン（たとえ
ば、６つのＬＴＥリソースブロックの等価物）が、単一のＬＴＥリソースブロックの帯域
幅内で定義され、ＮＢ－ＬＴＥアップリンク中で異なるチャネル／信号またはＵＥデバイ
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スに割り振られ得る。
【００５２】
　[0072]いくつかの例では、基地局は、より大きい送信電力またはＴＴＩバンドリングが
、受信デバイス（たとえば、基地局またはＵＥデバイス）における受信を改善するために
使用され得る、ＣＥレベルを使用して１つまたは複数のＵＥデバイスと通信し得る。ＴＴ
Ｉバンドリングは送信の繰返しを可能にし得、繰返しは送信の検出または復号を改善し得
る。いくつかの例では、異なる、送信電力、または送信電力およびＴＴＩバンドリングの
組合せに関連する、複数のＣＥレベル（たとえば、４つのＣＥレベル）が定義され得る。
【００５３】
　[0073]複数のチャネル／信号の多重化、複数のＵＥデバイスの多重化、または狭帯域内
での１つまたは複数のＣＥレベルの使用など、ファクタを考慮するＮＢ－ＬＴＥアップリ
ンクリソース割振りが、本開示で説明される。リソース割振りは、たとえば、ＴＤＭ、Ｆ
ＤＭ、またはそれらの組合せを使用して、ＮＢ－ＬＴＥリソース（たとえば、スーパーフ
レームのＮＢ－ＬＴＥリソース）を複数のチャネルまたは信号（たとえば、ＰＲＡＣＨ、
ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、およびＳＲＳ）に割り振り、ＴＤＭ、ＦＤＭ、時間領域におけ
るＣＤＭ、周波数領域におけるＣＤＭ、またはそれらの組合せを使用して、ＮＢ－ＬＴＥ
リソースを複数のＵＥデバイスに割り振り得る。時間領域におけるＣＤＭは、たとえば、
クロスシンボルＣＤＭ、クロススロットＣＤＭ、またはクロスサブフレームＣＤＭを含み
得る。
【００５４】
　[0074]いくつかの例では、ＮＢ－ＬＴＥリソースは、ＵＬチャネルを割り振られ得る。
いくつかの例では、ＮＢ－ＬＴＥ周波数リソースは、複数のサブフレーム中の各サブフレ
ームの第１のスロットおよび第２のスロットについて、周波数リソースの同じセットをＵ
Ｌチャネルに割り振ることによって、ＵＬチャネルに割り振られ得る（たとえば、ＵＬチ
ャネルに割り振られた周波数リソースは、あるリソースブロックから別のリソースブロッ
クイントラサブフレームにホッピングしないことがある）。いくつかの例では、ＮＢ－Ｌ
ＴＥ周波数リソースは、複数のサブフレーム中のあるサブフレームから別のサブフレーム
にかけて、周波数リソースの同じセットまたは周波数リソースの異なるセットをＵＬチャ
ネルに割り振ることによって、ＵＬチャネルに割り振られ得る。いくつかの場合には、Ｕ
Ｌチャネルは、専用ＰＵＣＣＨなど、ＵＬ制御チャネルの一例であり得る。
【００５５】
　[0075]いくつかの例では、時間領域におけるＣＤＭが、ＵＬチャネルのリソースを複数
のＵＥデバイスに割り振るために使用され得る。これらの例では、周波数領域におけるＣ
ＤＭ、またはＦＤＭも、ＵＬチャネルのリソースを複数のＵＥデバイスに割り振るために
使用され得る。周波数領域におけるＣＤＭは、ＵＥデバイスがより低いＣＥレベルに関連
するとき、ＵＥデバイスごとにより多くの周波数ダイバーシティを与え得、ＦＤＭは、Ｕ
Ｅデバイスがより高いＣＥレベルに関連するとき、より多くのＵＥデバイスのための送信
容量を与え得る。いくつかの例では、ＦＤＭは、ＵＬチャネルのリソースを複数のＵＥデ
バイスに割り振るために使用され得るが、ＣＤＭは、使用されないことがある。
【００５６】
　[0076]いくつかの例では、ＵＬチャネルの周波数リソースが、イントラリソースブロッ
ク周波数ホッピングを使用することを行ってまたは行わずに、複数のＵＥデバイスに割り
振られ得る。いくつかの例では、ＵＬチャネルのリソースは、バンドルされたＴＴＩを使
用して、複数のＵＥデバイスに割り振られ得る。いくつかの例では、ＵＬチャネルの同数
のリソースが、基準シンボルおよびデータシンボルに割り振られ得る。
【００５７】
　[0077]いくつかの例では、ＵＬチャネルのリソースは、ダウンリンクＡＣＫ、ダウンリ
ンクＮＡＫ、ＣＱＩ、またはそれらの組合せを送信するために、複数のＵＥデバイスに割
り振られ得、ＣＱＩを受信する基地局は、受信されたＣＱＩに少なくとも部分的に基づい
て、ＮＢ－ＬＴＥダウンリンクのためのＣＳＩを決定し得る。他の例では、ＵＬチャネル
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のリソースは、ダウンリンクＡＣＫ、ダウンリンクＮＡＫ、またはそれらの組合せを送信
するために、複数のＵＥデバイスに割り振られ得、ダウンリンクＡＣＫまたはダウンリン
クＮＡＫを受信する基地局は、ＳＲＳの測定、ＮＢ－ＬＴＥアップリンクのためのＣＱＩ
、ＰＵＳＣＨ上で受信されたＣＱＩ、またはそれらの組合せに少なくとも部分的に基づい
て、ＮＢ－ＬＴＥダウンリンクのためのＣＳＩを概算し得る。ＮＢ－ＬＴＥダウンリンク
のためのＣＳＩの概算は、たとえば、基地局のカバレージエリア中の深くで動作するＵＥ
デバイスについて、ディープカバレージＵＥデバイスによって報告されたＣＱＩが不正確
になりやすいことがあり、基地局とディープカバレージＵＥデバイスと間の長い距離を仮
定すれば、ＮＢ－ＬＴＥアップリンクのためのＣＱＩとＮＢ－ＬＴＥダウンリンクのため
のＣＱＩとがほぼ同じであり得るので、十分であり得る。
【００５８】
　[0078]いくつかの例では、ＵＬチャネルのリソースは、ＵＥデバイスに関連するＣＥレ
ベルに少なくとも部分的に基づいて、複数のＵＥデバイスのうちのＵＥデバイスに割り振
られ得る。
【００５９】
　[0079]一例によれば、より高いＣＥレベルに関連するＵＥデバイスについて、ＵＬチャ
ネルのためにシングルトーンリソースが使用され得る。ＵＬチャネル（たとえば、ＡＣＫ
チャネル）は、ダウンリンクＡＣＫ、ダウンリンクＮＡＫ、またはそれらの組合せの送信
のために、ＵＥデバイスのうちの１つまたは複数に割り振られ得る。ＦＤＭは、シングル
トーンリソースがＵＬチャネル（たとえば、ＡＣＫチャネル）のために使用されるとき、
周波数領域における異なるＵＥデバイスへの割振りのために使用され得る。他の例では、
いくつかのＵＥデバイスのためにより低いＣＥレベルにおいて帯域幅にわたる周波数にお
けるＣＤＭを使用することは、上記で説明されたように、周波数領域において多重化され
たシングルトーン割振りよりも高い全体的多重化容量を有し得る。
【００６０】
　[0080]いくつかの例では、時間領域におけるＣＤＭを用いたシングルトーン割振りが、
ＵＬチャネル（たとえば、ＡＣＫチャネル）のリソースを複数のＵＥデバイスに割り振る
ために使用され得る。２つまたはそれ以上のＯＦＤＭシンボル期間が、ＡＣＫ送信を含む
、データまたは基準信号送信に割り振られ得る。２つまたはそれ以上のＯＦＤＭシンボル
期間は、ＯＦＤＭシンボル期間のペアであり得る。ＯＦＤＭシンボル期間は、時間におい
て隣接するか、または隣接しないことがある。
【００６１】
　[0081]いくつかの場合には、狭帯域通信（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ通信）のために使用
可能なＵＬチャネルをサポートするシステムは、異なるＵＥデバイスのために、ＡＣＫチ
ャネルを割り振るためのものを含む、リソースをＵＬチャネルに割り振るための、本明細
書で説明される複数の異なる技法をサポートし得る。たとえば、基地局は、ＡＣＫチャネ
ルのためのシングルトーンリソースを割り振ることをサポートし得、ここで、リソースが
、時間領域におけるＣＤＭを使用して２つ以上のＵＥデバイスに割り振られる。同じ基地
局はまた、ＡＣＫチャネルのためのシングルトーンを割り振ることをサポートし得、ここ
で、異なるＵＥデバイスのためのＡＣＫチャネルのためのリソースが、ＦＤＭを使用して
異なるトーンに割り振られる。基地局はまた、（たとえば、リソースブロックのための）
時間領域と周波数領域の両方におけるＣＤＭを使用して、ＵＥデバイスのためのＡＣＫチ
ャネルを割り振ることをサポートし得る。いくつかの例では、基地局は、ＵＥデバイスと
の間での送信に関連するチャネル特性に基づいて、１つまたは複数のＵＥデバイスの各々
について、ＡＣＫチャネルなど、ＵＬチャネルのためのリソースを割り振るための技法を
選択し得る。たとえば、良好なチャネル特性を有するＵＥデバイスへのＡＣＫチャネルの
ための割振りは、ＡＣＫチャネルが、リソースブロックのための時間領域と周波数領域の
両方におけるＣＤＭを使用して割り振られる技法を使用し得るが、不十分なチャネル特性
を有するＵＥデバイスへのＡＣＫチャネルのための割振りは、上記で説明されたシングル
トーン割振り技法のうちの１つを使用し得る。基地局は、異なるリソースブロック間で、
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たとえば同じスロットまたは同じサブフレームの異なるリソースブロック間で、あるいは
異なるスロットまたはサブフレームにわたって、異なる割振り技法をサポートし得る。
【００６２】
　[0082]図４は、本開示の様々な態様による、狭帯域通信（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ通信
）のために使用可能なＵＬチャネルのための時間および周波数リソース割振り４００を示
す。狭帯域通信は、基地局と狭帯域（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ対応）ＵＥデバイスのセッ
トとの間で行われ得る。いくつかの例では、基地局は、図１および図２を参照しながら説
明された基地局１０５の一例であり得、狭帯域ＵＥデバイスは、図１および図２を参照し
ながら説明されたＵＥデバイス１１５の一例であり得る。
【００６３】
　[0083]例として、時間および周波数リソース割振り４００は、１６８個の基準要素を有
する単一のＬＴＥリソースブロック４０５（たとえば、１２個のトーンおよび１４個のＯ
ＦＤＭシンボル期間にわたるリソースブロック）に対応し得る。ＯＦＤＭシンボル期間は
、２つのスロット（たとえば、第１のスロット４１０および第２のスロット４１５）と１
つのサブフレーム４２０とを定義し得る。各スロットのＯＦＤＭシンボル期間は、１～７
の番号を付けられる。ＬＴＥ　ＰＵＣＣＨのための時間および周波数リソース割振りと同
様に、各スロットのＯＦＤＭシンボル期間３、４、および５に関連するリソース要素が、
基準シンボル送信のために割り振られ得、各スロットのＯＦＤＭシンボル期間１、２、６
、および７に関連するリソース要素が、データシンボル送信（たとえば、ダウンリンクＡ
ＣＫ／ＮＡＫ送信）に割り振られ得る。
【００６４】
　[0084]いくつかの例では、図４中のＵＬチャネルに割り振られた周波数リソースは、１
つまたは複数の他のサブフレーム中のＵＬチャネルに割り振られた周波数リソースの同じ
セットまたは周波数リソースの異なるセットであり得る。いくつかの場合には、ＵＬチャ
ネルは、専用ＰＵＣＣＨなど、ＵＬ制御チャネルの一例であり得る。
【００６５】
　[0085]いくつかの例では、時間領域におけるクロススロットＣＤＭが、ＵＬチャネルの
リソースを複数のＵＥデバイスに割り振るために使用され得る。時間領域におけるクロス
スロットＣＤＭは、少なくとも部分的に、各サブフレームの第１のスロットおよび第２の
スロットについて周波数リソースの同じセットをＵＬチャネルに割り振ることによって（
たとえば、サブフレーム内で周波数リソースをＵＬチャネルに割り振るとき、リソースブ
ロック間のイントラサブフレーム周波数ホッピングを制限することによって）可能にされ
得る。いくつかの例では、時間領域におけるクロススロットＣＤＭを適用することは、第
１のスロット４１０および第２のスロット４１５中のデータシンボル送信に割り振られた
直交カバーコードを８つのＯＦＤＭシンボル期間に適用することと、６の拡散率を有する
離散フーリエ変換（ＤＦＴ）を、第１のスロット４１０および第２のスロット４１５中の
基準シンボル送信に割り振られた６つのＯＦＤＭシンボル期間に適用することとを含み得
る。いくつかの例では、クロススロットＣＤＭは、時間領域におけるクロスサブフレーム
ＣＤＭを含み得る。いくつかの例では、時間領域におけるクロススロットＣＤＭは、周波
数領域におけるＣＤＭとともに、ＵＬチャネルのリソースを複数のＵＥデバイスに割り振
るために使用され得る。他の例では、時間領域におけるクロススロットＣＤＭは、ＦＤＭ
とともに、ＵＬチャネルのリソースを複数のＵＥデバイスに割り振るために使用され得る
（たとえば、各ＵＥデバイスは、１つまたは複数の個々のトーンを割り振られ得る）。い
くつかの例では、時間および周波数リソース割振り４００の周波数リソースは、７２個の
トーンに再分割され得る。
【００６６】
　[0086]図５は、本開示の様々な態様による、狭帯域通信（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ通信
）のために使用可能なＵＬチャネルのための時間および周波数リソース割振り５００を示
す。狭帯域通信は、基地局と狭帯域（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ対応）ＵＥデバイスのセッ
トとの間で行われ得る。いくつかの例では、基地局は、図１および図２を参照しながら説
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明された基地局１０５の一例であり得、狭帯域ＵＥデバイスは、図１および図２を参照し
ながら説明されたＵＥデバイス１１５の一例であり得る。いくつかの場合には、ＵＬチャ
ネルは、専用ＰＵＣＣＨなど、ＵＬ制御チャネルの一例であり得る。
【００６７】
　[0087]例として、時間および周波数リソース割振り５００は、組み合わせられた３３６
個の基準要素を有するＬＴＥリソースブロックまたはサブフレームのペア（たとえば、第
１のＬＴＥリソースブロック５０５または第１のサブフレーム５１０、および第２のＬＴ
Ｅリソースブロック５１５または第２のサブフレーム５２０）に対応し得る（たとえば、
各ＬＴＥリソースブロックは、１２個のトーンおよび１４個のＯＦＤＭシンボル期間にわ
たり得る）。各ＬＴＥリソースブロックのＯＦＤＭシンボル期間は、２つのスロットを定
義し得る（たとえば、第１のＬＴＥリソースブロック５０５のＯＦＤＭシンボル期間は、
第１のスロット５２５と第２のスロット５３０とを定義し得、第２のＬＴＥリソースブロ
ック５１５のＯＦＤＭシンボル期間は、第３のスロット５３５と第４のスロット５４０と
を定義し得る）。
【００６８】
　[0088]ＵＬチャネルの同数のリソース（たとえば、リソース要素）が、基準シンボル送
信およびデータシンボル送信に割り振られ得る。たとえば、各ＬＴＥリソースブロックま
たはサブフレームの第２のスロット中に含まれるリソース要素（たとえば、第２のスロッ
ト５３０および第４のスロット５４０中に含まれるリソース要素）は、基準シンボル送信
に割り振られ得、各ＬＴＥリソースブロックまたはサブフレームの第１のスロット中に含
まれるリソース要素（たとえば、第１のスロット５２５および第３のスロット５３５）は
、データシンボル送信に割り振られ得る。代替的に、ＵＬチャネルのＯＦＤＭシンボル期
間は、代替的に、基準シンボル送信およびデータシンボル送信に割り振られ得る。基準シ
ンボル送信またはデータシンボル送信への、複数の連続するＯＦＤＭシンボル期間の割振
りは、いくつかの場合には、より良い直交性および増加されたＵＥデバイス送信容量を与
え得る。基準シンボル送信またはデータシンボル送信への交互ＯＦＤＭシンボル期間の割
振りは、いくつかの場合には、より良いチャネル推定を与え得る。他の代替では、サブフ
レーム（たとえば、第１のサブフレーム５１０および第２のサブフレーム５２０）は、代
替的に、基準シンボル送信およびデータシンボル送信に割り振られ得るか、またはＵＬチ
ャネルに割り振られたリソースは、他の方法で基準シンボル送信およびデータシンボル送
信に等しく割り振られ得る。基準シンボル送信およびデータシンボル送信への、等しい（
同じ）数のリソースの割振りが、より良い品質送信を与え得、より大きい数のリソースに
わたる拡散（たとえば、７×直交カバーコードの（たとえば、ＤＦＴのための拡散率が７
、１４、２１などであり得るような）拡散率を有するＤＦＴを適用することによるＤＦＴ
拡散を可能にし得、これは、より多くのＵＥデバイスの送信を扱うために、ＵＬチャネル
の送信容量を増加させることができる。いくつかの例では、拡散率は、ＴＴＩバンドリン
グサイズによって制限され得、ここで、ＴＴＩバンドリングサイズは、デバイス（たとえ
ば、ＵＥデバイス）モビリティによって制限され得る。
【００６９】
　[0089]いくつかの例では、図４中のＵＬチャネルに割り振られた周波数リソースは、１
つまたは複数の他のサブフレーム中のＵＬチャネルに割り振られた周波数リソースの同じ
セットまたは周波数リソースの異なるセットであり得る。
【００７０】
　[0090]いくつかの例では、時間領域におけるクロスサブフレームＣＤＭが、ＵＬチャネ
ルのリソースを複数のＵＥデバイスに割り振るために使用され得る。時間領域におけるク
ロスサブフレームＣＤＭは、少なくとも部分的に、第１のサブフレーム５１０および第２
のサブフレーム５２０について周波数リソースの同じセットをＵＬチャネルに割り振るこ
とによって（たとえば、サブフレーム内で周波数リソースをＵＬチャネルに割り振るとき
、リソースブロック間のイントラサブフレームおよびインターサブフレーム周波数ホッピ
ングを制限することによって）可能にされ得るが、異なるＴＴＩバンドルのリソースをＵ
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Ｌチャネルに割り振るとき、インターサブフレーム周波数が可能にされ得る。他の例では
、時間領域におけるクロススロットＣＤＭと、ＦＤＭとが、ＵＬチャネルのリソースを複
数のＵＥデバイスに割り振るために使用され得る（たとえば、各ＵＥデバイスは、１つま
たは複数の個々のトーンを割り振られ得る）。いくつかの例では、時間および周波数リソ
ース割振り５００の周波数リソースが、７２個のトーンに再分割され得る。
【００７１】
　[0091]図６は、本開示の様々な態様による、狭帯域通信（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ通信
）のために使用可能なＵＬチャネルのための時間および周波数リソース割振り６００を示
す。狭帯域通信は、基地局と狭帯域（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ対応）ＵＥデバイスのセッ
トとの間で行われ得る。いくつかの例では、基地局は、図１および図２を参照しながら説
明された基地局１０５の一例であり得、狭帯域ＵＥデバイスは、図１および図２を参照し
ながら説明されたＵＥデバイス１１５の一例であり得る。いくつかの場合には、ＵＬチャ
ネルは、専用ＰＵＣＣＨなど、ＵＬ制御チャネルの一例であり得る。
【００７２】
　[0092]例として、時間および周波数リソース割振り６００は、組み合わせられた６７２
個の基準要素を有する４つのＬＴＥリソースブロックまたはサブフレーム（たとえば、第
１のＬＴＥリソースブロック６０５または第１のＬＴＥサブフレーム６１０、第２のＬＴ
Ｅリソースブロック６１５または第２のＬＴＥサブフレーム６２０、第３のＬＴＥリソー
スブロック６２５または第３のサブフレーム６３０、および第４のＬＴＥリソースブロッ
ク６３５または第４のサブフレーム６４０）に対応し得る（たとえば、各ＬＴＥリソース
ブロックは、１２個のトーンおよび１４個のＯＦＤＭシンボル期間にわたり得る）。各Ｌ
ＴＥリソースブロックのＯＦＤＭシンボル期間は、２つのスロットを定義し得る（たとえ
ば、第１のＬＴＥリソースブロック６０５のＯＦＤＭシンボル期間は、第１のスロット６
４５と第２のスロット６５０とを定義し得るなど）。
【００７３】
　[0093]第１のＬＴＥサブフレーム６１０および第２のＬＴＥサブフレーム６２０のＴＴ
Ｉ（たとえば、スロット）がバンドルされ得、図５を参照しながら説明されたように、時
間領域におけるクロスサブフレームＣＤＭが、第１のＬＴＥリソースブロック６０５およ
び第２のＬＴＥリソースブロック６１５のリソースを複数のＵＥデバイスに割り振るため
に使用され得る。周波数領域におけるＣＤＭ、またはＦＤＭも、第１のＬＴＥリソースブ
ロック６０５および第２のＬＴＥリソースブロック６１５のリソースを複数のＵＥデバイ
スに割り振るために使用され得る。第３のＬＴＥリソースブロック６２５および第４のＬ
ＴＥリソースブロック６３５のＴＴＩもバンドルされ得、時間領域におけるクロスサブフ
レームＣＤＭおよび図５を参照しながら説明された他の技法が、第３のＬＴＥリソースブ
ロック６２５および第４のＬＴＥリソースブロック６３５のリソースを複数のＵＥデバイ
スに割り振るために使用され得る。
【００７４】
　[0094]同じまたは異なる周波数リソースが、バンドルされたＴＴＩに対応するスロット
およびサブフレームに割り振られ得る。図６に示されているように、周波数ホッピングが
、バンドルされたＴＴＩの２つのセグメント間で可能にされ得る（たとえば、バンドルさ
れたＴＴＩの異なるセグメントに関連する周波数リソースは、同じであるかまたは異なり
得る）。バンドルされた送信内の周波数ホッピングは、周波数ダイバーシティを与え得る
。
【００７５】
　[0095]第１のＬＴＥリソースブロック６０５および第２のＬＴＥリソースブロック６１
５のＴＴＩ（たとえば、サブフレーム）がバンドルされ得、時間領域におけるクロスサブ
フレームＣＤＭが、図５を参照しながら説明されたように、第１のＬＴＥリソースブロッ
ク６０５および第２のＬＴＥリソースブロック６１５のリソースを複数のＵＥデバイスに
割り振るために使用され得る。周波数領域におけるＣＤＭ、またはＦＤＭも、第１のＬＴ
Ｅリソースブロック６０５および第２のＬＴＥリソースブロック６１５のリソースを複数
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のＵＥデバイスに割り振るために使用され得る。第３のＬＴＥリソースブロック６２５お
よび第４のＬＴＥリソースブロック６３５のＴＴＩもバンドルされ得、時間領域における
クロスサブフレームＣＤＭおよび図５を参照しながら説明された他の技法が、第３のＬＴ
Ｅリソースブロック６２５および第４のＬＴＥリソースブロック６３５のリソースを複数
のＵＥデバイスに割り振るために使用され得る。
【００７６】
　[0096]図６に示されているように、同じ周波数リソースが、バンドルされたＴＴＩに対
応するスロットおよびサブフレームに割り振られ得る。しかしながら、クロスサブフレー
ム周波数ホッピングが、バンドルされたＴＴＩの２つのセグメント間で可能にされ得る（
たとえば、バンドルされたＴＴＩの異なるセグメントに関連する周波数リソースは、同じ
であるかまたは異なり得る）。
【００７７】
　[0097]図７は、本開示の様々な態様による、狭帯域ＵＥデバイスに割り振られ得る、狭
帯域通信（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ通信）のために使用可能なＵＬチャネルのシングルト
ーンリソース７００を示す。狭帯域通信は、基地局と狭帯域ＵＥデバイスとの間で行われ
得る。いくつかの例では、基地局は、図１および図２を参照しながら説明された基地局１
０５の一例であり得、狭帯域ＵＥデバイスは、図１および図２を参照しながら説明された
ＵＥデバイス１１５の一例であり得る。いくつかの場合には、ＵＬチャネルは、専用ＰＵ
ＣＣＨなど、ＵＬ制御チャネルの一例であり得る。
【００７８】
　[0098]例として、シングルトーンリソース７００は、４つのＬＴＥサブフレーム（たと
えば、第１のＬＴＥサブフレーム７０５、第２のＬＴＥサブフレーム７１０、第３のＬＴ
Ｅサブフレーム７１５、および第４のＬＴＥサブフレーム７２０）に対応し得る。各ＬＴ
Ｅサブフレームは、１４個のＯＦＤＭシンボル期間にわたり得る。各ＬＴＥサブフレーム
のＯＦＤＭシンボル期間は、２つのスロットを定義し得る（たとえば、第１のＬＴＥサブ
フレーム７０５のＯＦＤＭシンボル期間は、第１のスロット７２５と第２のスロット７３
０とを定義し得るなど）。
【００７９】
　[0099]第１のＬＴＥサブフレーム７０５、第２のＬＴＥサブフレーム７１０、第３のＬ
ＴＥサブフレーム７１５、および第４のＬＴＥサブフレーム７２０のＴＴＩ（たとえば、
スロット）がバンドルされ得る。各ＴＴＩバンドル内で、ＵＥデバイスに割り振られたト
ーンが、ＬＴＥリソースブロック内の周波数をホッピングし得る（図７に示されているよ
うに、クロスサブフレーム、またはクロススロット）。ＴＴＩバンドル間で、ＵＥデバイ
スに割り振られたトーンは、ＬＴＥリソースブロック間で周波数をホッピングし得る。し
かしながら、ＴＴＩバンドル内のＬＴＥリソースブロックを用いた周波数ホッピングは、
時間領域におけるクロススロットＣＤＭまたはクロスサブフレームＣＤＭの使用に干渉し
得る。
【００８０】
　[00100]いくつかの場合には、たとえば、ＵＥデバイスがより高いＣＥレベルに関連し
得るとき、ＵＬチャネルのためにシングルトーンリソース７００が使用され得る。上記で
さらに説明されたように、ＵＬチャネル（たとえば、ＡＣＫチャネル）は、ダウンリンク
ＡＣＫ、ダウンリンクＮＡＫ、またはそれらの組合せの送信のために、ＵＥデバイスのう
ちの１つまたは複数に割り振られ得る。ＡＣＫチャネル、または別のＵＬチャネルは、Ａ
ＣＫ／ＮＡＫの送信のためにシングルトーンリソース７００を使用し得る。ＵＥデバイス
は、特定のスロット（たとえば、第１のスロット７２５）またはサブフレーム（たとえば
、第１のサブフレーム７０５）についてシングルトーンリソース７００を使用し、いくつ
かの異なるユーザ（たとえば、狭帯域ＵＥデバイス）のための割振りが、スロットまたは
サブフレームについて、帯域幅の一部または全部にわたって周波数領域多重化され得る。
【００８１】
　[00101]いくつかの場合には、より高いＣＥレベルの使用は、より低い全体的有効帯域
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幅を生じ得る。ＡＣＫチャネル（または他のＵＬチャネル）のためのシングルトーン割振
りのためのＦＤＭの使用は、より高いＣＥレベルが使用される場合、全体的多重化容量を
改善し得る。たとえば、より高いＣＥレベルについて帯域幅にわたってＦＤＭされるシン
グルトーン割振りを使用するときの全体的多重化容量は、より高いＣＥレベルについて帯
域幅にわたる周波数におけるＣＤＭを使用することに対する容量の改善であり得る。より
低いＣＥレベルを使用するＵＥデバイスの場合など、他の例では、帯域幅にわたる周波数
におけるＣＤＭを使用することは、ユーザのために帯域幅にわたるＦＤＭを使用するシン
グルトーン割振りよりも高い全体的多重化容量を有し得る。
【００８２】
　[00102]図８は、本開示の様々な態様による、狭帯域通信（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ通
信）のために使用可能なＵＬチャネルのための時間および周波数リソース割振り８００を
示す。狭帯域通信は、基地局と狭帯域（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ対応）ＵＥデバイスのセ
ットとの間で行われ得る。いくつかの例では、基地局は、図１および図２を参照しながら
説明された基地局１０５の一例であり得、狭帯域ＵＥデバイスは、図１および図２を参照
しながら説明されたＵＥデバイス１１５の一例であり得る。いくつかの場合には、ＵＬチ
ャネルは、専用ＰＵＣＣＨなど、ＵＬ制御チャネルの一例であり得る。
【００８３】
　[00103]例として、時間および周波数リソース割振り８００は、１６８個の基準要素を
有する単一のＬＴＥリソースブロック８０５（たとえば、１２個のトーンおよび１４個の
ＯＦＤＭシンボル期間にわたるリソースブロック）に対応し得る。ＯＦＤＭシンボル期間
は、２つのスロット（たとえば、第１のスロット８１０および第２のスロット８１５）と
１つのサブフレーム８２０とを定義し得る。各スロットのＯＦＤＭシンボル期間は、１～
７の番号を付けられる。ＬＴＥ　ＰＵＣＣＨのための時間および周波数リソース割振りと
同様に、各スロットのＯＦＤＭシンボル期間２および６に関連するリソース要素が、基準
シンボル送信のために割り振られ得、各スロットのＯＦＤＭシンボル期間１、３、４、５
、および７に関連するリソース要素が、データシンボル送信（たとえば、ＣＱＩ送信）に
割り振られ得る。いくつかの例では、図８中のＵＬチャネルに割り振られた周波数リソー
スは、１つまたは複数の他のサブフレーム中のＵＬチャネルに割り振られた周波数リソー
スの同じセットまたは周波数リソースの異なるセットであり得る。
【００８４】
　[00104]いくつかの例では、時間領域におけるＣＤＭが、ＵＬチャネルのリソースを複
数のＵＥデバイスに割り振るために使用され得る。いくつかの例では、時間領域における
ＣＤＭを適用することは、直交カバーコードを、データシンボル送信に割り振られたＯＦ
ＤＭシンボル期間のペアに（たとえば、第１のＯＦＤＭシンボルペア８２５、第２のＯＦ
ＤＭシンボルペア８３０、第３のＯＦＤＭシンボルペア８３５、第４のＯＦＤＭシンボル
ペア８４０、および第５のＯＦＤＭシンボルペア８４５に）適用することを含み得る。（
たとえば、直交カバーコードを第３のＯＦＤＭシンボルペア８３５に適用するための）時
間領域におけるクロススロットＣＤＭが、少なくとも部分的に、サブフレーム８２０の第
１のスロット８１０および第２のスロット８１５について周波数リソースの同じセットを
ＵＬチャネルに割り振ることによって（たとえば、サブフレーム内で周波数リソースをＵ
Ｌチャネルに割り振るとき、リソースブロック間のイントラサブフレーム周波数ホッピン
グを制限することによって）可能にされ得る。時間領域におけるＣＤＭを適用することは
また、２の拡散率の直交カバーコード（または他のＣＤＭコード）を、基準シンボル送信
に割り振られたＯＦＤＭシンボル期間のペアに（たとえば、第６のＯＦＤＭシンボルペア
８５０および第７のＯＦＤＭシンボルペア８５５に）適用することを含み得る。いくつか
の例では、時間領域におけるＣＤＭは、周波数領域におけるＣＤＭとともに、ＵＬチャネ
ルのリソースを複数のＵＥデバイスに割り振るために使用され得る。
【００８５】
　[00105]他の例では、時間領域におけるＣＤＭは、ＦＤＭとともに、ＵＬチャネルのリ
ソースを複数のＵＥデバイスに割り振るために使用され得る（たとえば、各ＵＥデバイス
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は、１つまたは複数の個々のトーンを割り振られ得る）。たとえば、時間領域におけるＣ
ＤＭは、ＬＴＥリソースブロック８０５のシングルトーンのために、ＵＬチャネルのリソ
ースを、上記で説明されたＵＥデバイスの第１のセットに割り振るために使用され得、こ
こで、ＣＤＭは、（たとえば、直交カバーコードを適用することによって）そのトーンの
ためのデータまたは基準シンボル送信に割り振られた２つ以上のＯＦＤＭシンボル期間に
適用され得る。２つ以上のＯＦＤＭシンボル期間は、上記で説明されたように、ＯＦＤＭ
シンボル期間のペアであり得る。シングルトーン割振りのための例では、ＦＤＭが適用さ
れ得るが、ＣＤＭは、周波数領域において適用されないことがある。符号分割多重化され
るＯＦＤＭシンボルは、ＬＴＥリソースブロック８０５内で周波数領域多重化され得る。
【００８６】
　[00106]ＵＥデバイスの第２のセットなど、追加のＵＥデバイスの場合、時間領域にお
けるＣＤＭは、ＬＴＥリソースブロック８０５の１つまたは複数の他のトーンのために同
様に適用され得る。ＣＤＭは、データまたは基準シンボル期間のためのＯＦＤＭシンボル
期間に適用され得る。
【００８７】
　[00107]上記で説明されたいくつかの例では、ＯＦＤＭシンボル期間のペアのうちの１
つまたは複数が、ＵＥデバイスのための１つまたは複数のＡＣＫチャネルの１つまたは複
数のシングルトーンＡＣＫまたはＮＡＫを搬送し得る。したがって、ＵＥデバイスのため
の（たとえば、ダウンリンクＡＣＫおよびダウンリンクＮＡＫを搬送するための）ＡＣＫ
チャネルは、他のＵＥデバイスのための１つまたは複数の他のＡＣＫチャネルとともに時
間領域におけるＣＤＭを用いたシングルトーン送信であり得る。ＡＣＫチャネルは、ＬＴ
Ｅリソースブロック８０５内で周波数分割多重化され得る（および周波数において符号分
割多重化されないことがある）。
【００８８】
　[00108]いくつかの例では、時間および周波数リソース割振り８００の周波数リソース
は、７２個のトーンに再分割され得る。
【００８９】
　[00109]図９は、本開示の様々な態様による、狭帯域通信（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ通
信）のための使用可能なスーパーフレーム９０５内の時間および周波数リソース割振り９
００を示す。狭帯域通信は、基地局と狭帯域（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ対応）ＵＥデバイ
スのセットとの間で行われ得る。いくつかの例では、基地局は、図１および図２を参照し
ながら説明された基地局１０５の一例であり得、狭帯域ＵＥデバイスは、図１および図２
を参照しながら説明されたＵＥデバイス１１５の一例であり得る。
【００９０】
　[00110]例として、スーパーフレーム９０５のリソースは、ＰＲＡＣＨ、ＵＬ制御情報
を搬送するＵＬチャネル、ＰＵＳＣＨ、およびＳＲＳに割り振られ得る。いくつかの場合
には、ＵＬチャネルは、専用ＰＵＣＣＨなど、ＵＬ制御チャネルの一例であり得る。いく
つかの例では、リソースは、スーパーフレームの各サブフレームの各シンボル期間中のＳ
ＲＳに割り振られ得る。いくつかの例では、リソースは、リソースがそれの中でＵＬチャ
ネルまたはＰＵＳＣＨに割り振られる各サブフレームの最後のシンボル期間中のＳＲＳに
割り振られ得る。ＰＲＡＣＨ、ＵＬチャネル、ＰＵＳＣＨ、およびＳＲＳは、時間領域、
周波数領域、またはそれらの組合せにおいて、スーパーフレーム９０５のリソース上で多
重化され得る。
【００９１】
　[00111]図１０は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
のデバイス１００５の図１０００を示す。デバイス１００５は、図１および図２を参照し
ながら説明された基地局１０５のうちの１つまたは複数の態様の一例であり得る。デバイ
ス１００５はまた、プロセッサであるか、またはプロセッサを含み得る。デバイス１００
５は、受信機１０１０、ワイヤレス通信マネージャ１０２０、または送信機１０３０を含
み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。



(21) JP 6816119 B2 2021.1.20

10

20

30

40

50

【００９２】
　[00112]デバイス１００５の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウ
ェアで実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を
使用して、個々にまたはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは
複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行さ
れ得る。他の例では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る集積回
路の他のもの（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、システムオンチップ（ＳｏＣ）、および／また
はセミカスタムＩＣの他のもの）が使用され得る。各構成要素の機能はまた、全体的にま
たは部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行される
ようにフォーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００９３】
　[00113]いくつかの例では、受信機１０１０は、少なくとも１つの無線周波数スペクト
ル帯域上での送信を受信するように動作可能な少なくとも１つの無線周波数（ＲＦ）受信
機など、少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例では、少なくとも１つの
無線周波数スペクトル帯域のうちの１つまたは複数が、たとえば、図１～図９を参照しな
がら説明されたように、狭帯域通信（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ通信）のために使用され得
る。受信機１０１０は、図１または図２を参照しながら説明されたワイヤレス通信システ
ム１００または２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１
つまたは複数の通信リンク上で様々なデータまたは制御信号を受信するために使用され得
る。
【００９４】
　[00114]いくつかの例では、送信機１０３０は、少なくとも１つの無線周波数スペクト
ル帯域上で送信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ送信機など、少なくとも１つ
のＲＦ送信機を含み得る。送信機１０３０は、図１または図２を参照しながら説明された
ワイヤレス通信システム１００または２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤ
レス通信システムの１つまたは複数の通信リンク上で様々なデータまたは制御信号を送信
するために使用され得る。
【００９５】
　[00115]いくつかの例では、ワイヤレス通信マネージャ１０２０は、デバイス１００５
のためのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつ
かの例では、ワイヤレス通信マネージャ１０２０の一部は、受信機１０１０または送信機
１０３０に組み込まれるか、あるいはそれと共有され得る。いくつかの例では、ワイヤレ
ス通信マネージャ１０２０は、リソース識別器１０３５、ＵＥデバイス識別器１０４０、
ＵＬチャネルリソースアロケータ（allocator）１０４５、またはＵＥデバイスリソース
アロケータ１０５０を含み得る。
【００９６】
　[00116]リソース識別器１０３５は、複数のサブフレームの各サブフレーム中で狭帯域
通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別するために使用され得る。識別さ
れたリソースは、図３を参照しながら説明されたように、帯域外リソースまたは帯域内リ
ソースを含み得る。ＵＥデバイス識別器１０４０は、複数のＵＥデバイス（たとえば、狭
帯域通信のためのアップリンクリソースを必要とするＵＥデバイス）を識別するために使
用され得る。ＵＬチャネルリソースアロケータ１０４５は、時間リソースおよび周波数リ
ソースのうちの少なくとも第１の部分をＵＬチャネルに割り振るために使用され得る。い
くつかの例では、周波数リソースの同じセットが、複数のサブフレーム中の各サブフレー
ムの第１のスロットおよび第２のスロットについて、ＵＬチャネルに割り振られ得る。い
くつかの例では、周波数リソースの同じセットまたは周波数リソースの異なるセットが、
複数のサブフレーム中のあるサブフレームから別のサブフレームにかけて、ＵＬチャネル
に割り振られ得る。ＵＥデバイスリソースアロケータ１０５０は、ＵＬチャネルのリソー
スを、識別された複数のＵＥデバイスに割り振るために使用され得る。いくつかの例では
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、ＵＬチャネルは、専用ＰＵＣＣＨなど、ＵＬ制御チャネルの一例であり得る。
【００９７】
　[00117]図１１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信マネージャ１０２０－
ａの図１１００を示す。ワイヤレス通信マネージャ１０２０－ａは、図１０を参照しなが
ら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０の代替であり得るか、または図１および
図２を参照しながら説明された基地局１０５のうちの１つまたは複数の中で与えられ得る
。ワイヤレス通信マネージャ１０２０－ａは、基地局のためのワイヤレス通信の１つまた
は複数の態様を管理するために使用され得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信マネー
ジャ１０２０－ａの一部は、図１０を参照しながら説明されたデバイス１００５の受信機
１０１０または送信機１０３０など、デバイスの受信機または送信機に組み込まれるか、
あるいはそれと共有され得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信マネージャ１０２０－
ａは、図１０を参照しながら説明されたリソース識別器１０３５、ＵＥデバイス識別器１
０４０、ＵＬチャネルリソースアロケータ１０４５、またはＵＥデバイスリソースアロケ
ータ１０５０の例であり得る、リソース識別器１０３５－ａ、ＵＥデバイス識別器１０４
０－ａ、ＵＬチャネルリソースアロケータ１０４５－ａ、またはＵＥデバイスリソースア
ロケータ１０５０－ａを含み得る。ワイヤレス通信マネージャ１０２０－ａはまた、ＰＲ
ＡＣＨリソースアロケータ１１０５、ＰＵＳＣＨリソースアロケータ１１１０、ＳＲＳリ
ソースアロケータ１１１５、またはフィードバックプロセッサ１１３５を含み得る。
【００９８】
　[00118]ワイヤレス通信マネージャ１０２０－ａの構成要素は、ハードウェア中の適用
可能な機能の一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使
用して、個々にまたはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複
数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され
得る。他の例では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る他のタイ
プの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、Ｓ
ｏＣ、および／または他のタイプのセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各構成要素の機
能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッ
サによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて
実装され得る。
【００９９】
　[00119]リソース識別器１０３５－ａは、複数のサブフレームの各サブフレーム中で狭
帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別するために使用され得る。識
別されたリソースは、図３を参照しながら説明されたように、帯域外リソースまたは帯域
内リソースを含み得る。
【０１００】
　[00120]ＵＥデバイス識別器１０４０－ａは、複数のＵＥデバイス（たとえば、狭帯域
通信のためのアップリンクリソースを必要とするＵＥデバイス）を識別するために使用さ
れ得る。
【０１０１】
　[00121]ＵＬチャネルリソースアロケータ１０４５－ａは、時間リソースおよび周波数
リソースのうちの少なくとも第１の部分をＵＬチャネルに割り振るために使用され得る。
いくつかの例では、周波数リソースの同じセットが、複数のサブフレーム中の各サブフレ
ームの第１のスロットおよび第２のスロットについて、ＵＬチャネルに割り振られ得る。
いくつかの例では、周波数リソースの同じセットまたは周波数リソースの異なるセットが
、複数のサブフレーム中のあるサブフレームから別のサブフレームにかけて、ＵＬチャネ
ルに割り振られ得る。いくつかの例では、ＵＬチャネルは、専用ＰＵＣＣＨなど、ＵＬ制
御チャネルの一例であり得る。
【０１０２】
　[00122]ＰＲＡＣＨリソースアロケータ１１０５は、時間リソースおよび周波数リソー
スのうちの第２の部分をＰＲＡＣＨに割り振るために使用され得る。ＰＵＳＣＨリソース
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アロケータ１１１０は、時間リソースおよび周波数リソースのうちの第３の部分をＰＵＳ
ＣＨに割り振るために使用され得る。ＳＲＳリソースアロケータ１１１５は、時間リソー
スおよび周波数リソースのうちの第４の部分をＳＲＳに割り振るために使用され得る。い
くつかの例では、ＵＬチャネルリソースアロケータ１０４５－ａ、ＰＲＡＣＨリソースア
ロケータ１１０５、ＰＵＳＣＨリソースアロケータ１１１０、またはＳＲＳリソースアロ
ケータ１１１５のうちの２つまたはそれ以上の組合せは、（狭帯域通信のために識別され
た時間リソース上で）時間領域、（狭帯域通信のために識別された周波数リソース上で）
周波数領域、またはそれらの組合せにおいて、ＵＬチャネル、ＰＲＡＣＨ、ＰＵＳＣＨ、
またはＳＲＳを多重化し得る。
【０１０３】
　[00123]いくつかの例では、ＳＲＳリソースアロケータ１１１５は、複数のサブフレー
ムの各々の各シンボル期間中のＳＲＳを送信するためのリソースを割り振り得る。いくつ
かの例では、ＳＲＳリソースアロケータ１１１５は、リソースがそれの中でＵＬチャネル
またはＰＵＳＣＨに割り振られる各サブフレームの最後のシンボル期間中のＳＲＳを送信
するためのリソースを割り振り得る。
【０１０４】
　[00124]ＵＥデバイスリソースアロケータ１０５０－ａは、ＵＬチャネルのリソースを
、識別された複数のＵＥデバイスに割り振るために使用され得る。いくつかの例では、Ｕ
Ｌチャネルのリソースは、イントラリソースブロック周波数ホッピングを使用して、複数
のＵＥデバイスに割り振られ得る。いくつかの例では、ＵＬチャネルのリソースは、追加
または代替として、ＵＥデバイスに関連するＣＥレベルに少なくとも部分的に基づいて、
複数のＵＥデバイスのうちのＵＥデバイスに割り振られ得る。いくつかの例では、複数の
ＵＥデバイスに割り振られたＵＬチャネルのリソースは、バンドルされたＴＴＩを含み得
る。
【０１０５】
　[00125]いくつかの例では、ＵＥデバイスリソースアロケータ１０５０－ａは、基準シ
ンボルアロケータ１１２０、ＣＤＭアロケータ１１２５、またはＦＤＭアロケータ１１３
０を含み得る。基準シンボルアロケータ１１２０は、ＵＬチャネルの同数のリソースを基
準シンボル送信およびデータシンボル送信に随意に割り振るために使用され得る。
【０１０６】
　[00126]いくつかの例では、ＣＤＭアロケータ１１２５は、時間領域におけるクロスス
ロットＣＤＭおよび周波数領域におけるＣＤＭを使用して、ＵＬチャネルのリソースを複
数のＵＥデバイスに割り振るために使用され得る。代替的に、ＣＤＭアロケータ１１２５
およびＦＤＭアロケータ１１３０は、時間領域におけるクロススロットＣＤＭ、およびＦ
ＤＭを使用して、ＵＬチャネルのリソースを複数のＵＥデバイスに割り振るために使用さ
れ得る。いくつかの例では、時間領域におけるクロススロットＣＤＭは、時間領域におけ
るクロスサブフレームＣＤＭを含み得る。
【０１０７】
　[00127]フィードバックプロセッサ１１３５は、ダウンリンクＡＣＫ、ダウンリンクＮ
ＡＫ、ＣＱＩ、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つを複数のＵＥデバイスから
受信するために使用され得る。ダウンリンクＡＣＫ、ダウンリンクＮＡＫ、またはＣＱＩ
は、ＵＬチャネル上で受信され得る。ＵＬチャネルのリソースが、時間領域におけるクロ
ススロットＣＤＭおよび周波数領域におけるＣＤＭを使用して、複数のＵＥデバイスに割
り振られるとき、ダウンリンクＡＣＫ、ダウンリンクＮＡＫ、またはＣＱＩは、各ＵＥデ
バイスからマルチプルトーン送信において受信され得る。ＵＬチャネルのリソースが、時
間領域におけるクロススロットＣＤＭ、およびＦＤＭを使用して、複数のＵＥデバイスに
割り振られるとき、ダウンリンクＡＣＫ、ダウンリンクＮＡＫ、またはＣＱＩは、各ＵＥ
デバイスからシングルトーン送信において受信され得る。いくつかの例では、複数のシン
グルトーン送信が、ＵＥデバイスのうちの１つまたは複数から、並列に、ＵＬチャネル上
で受信され得る。
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【０１０８】
　[00128]いくつかの例では、フィードバックプロセッサ１１３５はＣＳＩプロセッサ１
１４０を含み得る。ＣＳＩプロセッサ１１４０は、狭帯域通信の少なくとも１つのダウン
リンクのためのＣＳＩを決定するために使用され得る。ＣＳＩは、複数のＵＥデバイスの
うちの１つまたは複数から受信された少なくとも１つのダウンリンクのためのＣＱＩに少
なくとも部分的に基づいて決定され得る。代替的に、ＣＳＩプロセッサ１１４０は、狭帯
域通信の少なくとも１つのダウンリンクのためのＣＳＩを概算するために使用され得る。
ＣＳＩは、ＳＲＳの測定、狭帯域通信のアップリンクのためのＣＱＩ、ＰＵＳＣＨ上で受
信されたＣＱＩ、またはそれらの組合せに少なくとも部分的に基づいて概算され得る。
【０１０９】
　[00129]図１２は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
のデバイス１２１５の図１２００を示す。デバイス１２１５は、図１および図２を参照し
ながら説明されたＵＥデバイス１１５のうちの１つまたは複数の態様の一例であり得る。
デバイス１２１５はまた、プロセッサであるか、またはプロセッサを含み得る。デバイス
１２１５は、受信機１２１０、ワイヤレス通信マネージャ１２２０、または送信機１２３
０を含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。
【０１１０】
　[00130]デバイス１２１５の構成要素は、ハードウェア中の適用可能な機能の一部また
は全部を実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまたは
まとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット
（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、当
技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る集積回路の他のもの（たとえば
、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、ＳｏＣ、および／またはセ
ミカスタムＩＣの他のもの）が使用され得る。各構成要素の機能はまた、全体的にまたは
部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるよう
にフォーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【０１１１】
　[00131]いくつかの例では、受信機１２１０は、少なくとも１つの無線周波数スペクト
ル帯域上での送信を受信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機など、少なく
とも１つのＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例では、少なくとも１つの無線周波数スペ
クトル帯域のうちの１つまたは複数が、たとえば、図１～図９を参照しながら説明された
ように、狭帯域通信（たとえば、ＮＢ－ＬＴＥ通信）のために使用され得る。受信機１２
１０は、図１または図２を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム１００または
２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の
通信リンク上で様々なデータまたは制御信号を受信するために使用され得る。
【０１１２】
　[00132]いくつかの例では、送信機１２３０は、少なくとも１つの無線周波数スペクト
ル帯域上で送信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ送信機など、少なくとも１つ
のＲＦ送信機を含み得る。送信機１２３０は、図１または図２を参照しながら説明された
ワイヤレス通信システム１００または２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤ
レス通信システムの１つまたは複数の通信リンク上で様々なデータまたは制御信号を送信
するために使用され得る。
【０１１３】
　[00133]いくつかの例では、ワイヤレス通信マネージャ１２２０は、デバイス１２１５
のためのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつ
かの例では、ワイヤレス通信マネージャ１２２０の一部は、受信機１２１０または送信機
１２３０に組み込まれるか、あるいはそれと共有され得る。いくつかの例では、ワイヤレ
ス通信マネージャ１２２０は、リソース識別器１２３５、ＵＬチャネルリソース識別器１
２４０、またはフィードバック送信マネージャ１２４５を含み得る。
【０１１４】
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　[00134]リソース識別器１２３５は、複数のサブフレームの各サブフレーム中で狭帯域
通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別するために使用され得る。識別さ
れたリソースは、図３を参照しながら説明されたように、帯域外リソースまたは帯域内リ
ソースを含み得る。ＵＬチャネルリソース識別器１２４０は、ＵＥデバイスのためのＵＬ
チャネルに割り振られた時間リソースおよび周波数リソースのうちの少なくとも第１の部
分の指示を受信するために使用され得る。フィードバック送信マネージャ１２４５は、Ｕ
Ｌチャネル上で、ダウンリンクＡＣＫ、ダウンリンクＮＡＫ、ＣＱＩ、またはそれらの組
合せのうちの少なくとも１つを送信するために使用され得る。いくつかの場合には、ＵＬ
チャネルは、専用ＰＵＣＣＨなど、ＵＬ制御チャネルの一例であり得る。
【０１１５】
　[00135]図１３は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信マネージャ１２２０－
ａの図１３００を示す。ワイヤレス通信マネージャ１２２０－ａは、図１２を参照しなが
ら説明されたワイヤレス通信マネージャ１２２０の代替であり得るか、または図１および
図２を参照しながら説明されたＵＥデバイス１１５のうちの１つまたは複数の中で与えら
れ得る。ワイヤレス通信マネージャ１２２０－ａは、ＵＥデバイスのためのワイヤレス通
信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつかの例では、ワイヤレ
ス通信マネージャ１２２０－ａの一部は、図１２を参照しながら説明されたデバイス１２
１５の受信機１２１０または送信機１２３０など、デバイスの受信機または送信機に組み
込まれるか、あるいはそれと共有され得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信マネージ
ャ１２２０－ａは、図１２を参照しながら説明されたリソース識別器１２３５、ＵＬチャ
ネルリソース識別器１２４０、またはフィードバック送信マネージャ１２４５の例であり
得る、リソース識別器１２３５－ａ、ＵＬチャネルリソース識別器１２４０－ａ、または
フィードバック送信マネージャ１２４５－ａを含み得る。
【０１１６】
　[00136]ワイヤレス通信マネージャ１２２０－ａの構成要素は、ハードウェア中の適用
可能な機能の一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使
用して、個々にまたはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複
数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され
得る。他の例では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る他のタイ
プの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、Ｓ
ｏＣ、および／または他のタイプのセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各構成要素の機
能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッ
サによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて
実装され得る。
【０１１７】
　[00137]リソース識別器１２３５－ａは、複数のサブフレームの各サブフレーム中で狭
帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別するために使用され得る。識
別されたリソースは、図３を参照しながら説明されたように、帯域外リソースまたは帯域
内リソースを含み得る。
【０１１８】
　[00138]ＵＬチャネルリソース識別器１２４０－ａは、ＵＥデバイスのためのＵＬチャ
ネルに割り振られた時間リソースおよび周波数リソースのうちの少なくとも第１の部分の
指示を受信するために使用され得る。いくつかの場合には、ＵＬチャネルは、専用ＰＵＣ
ＣＨなど、ＵＬ制御チャネルの一例であり得る。
【０１１９】
　[00139]フィードバック送信マネージャ１２４５－ａは、ＵＬチャネル上で、ダウンリ
ンクＡＣＫ、ダウンリンクＮＡＫ、ＣＱＩ、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１
つを送信するために使用され得る。いくつかの例では、フィードバック送信マネージャ１
２４５－ａは、ＣＤＭ送信マネージャ１３０５またはＦＤＭ送信マネージャ１３１０を含
み得る。いくつかの例では、ＣＤＭ送信マネージャ１３０５は、時間領域におけるクロス
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スロットＣＤＭおよび周波数領域におけるＣＤＭを使用して、ＵＬチャネル上で、ダウン
リンクＡＣＫ、ダウンリンクＮＡＫ、および／またはＣＱＩを送信するために使用され得
る。代替的に、ＣＤＭ送信マネージャ１３０５およびＦＤＭ送信マネージャ１３１０は、
時間領域におけるクロススロットＣＤＭ、およびＦＤＭを使用して、ＵＬチャネル上で、
ダウンリンクＡＣＫ、ダウンリンクＮＡＫ、および／またはＣＱＩを送信するために使用
され得る。いくつかの例では、時間領域におけるクロススロットＣＤＭは、時間領域にお
けるクロスサブフレームＣＤＭを含み得る。
【０１２０】
　[00140]デバイス１２１５のいくつかの例では、フィードバック送信マネージャ１２４
５－ａは、ＵＬチャネル上で同数の基準シンボルおよびデータシンボルを送信するために
使用され得る。
【０１２１】
　[00141]図１４は、本開示の態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地
局１０５ーｃ（たとえば、ｅＮＢの一部または全部を形成する基地局）の図１４００を示
す。いくつかの例では、基地局１０５－ｃは、図１、図２、および図１０を参照しながら
説明された基地局１０５またはデバイス１００５のうちの１つまたは複数の態様の一例で
あり得る。基地局１０５－ｃは、図１～図１１を参照しながら説明された基地局の特徴お
よび機能のうちの少なくともいくつかを実装するかまたは可能にするように構成され得る
。
【０１２２】
　[00142]基地局１０５－ｃは、基地局プロセッサ１４１０、基地局メモリ１４２０、（
（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１４５０によって表される）少なくとも１つの
基地局トランシーバ、（（１つまたは複数の）基地局アンテナ１４５５によって表される
）少なくとも１つの基地局アンテナ、またはワイヤレス通信マネージャ１０２０－ｂを含
み得る。基地局１０５－ｃはまた、基地局コミュニケータ１４３０またはネットワークコ
ミュニケータ１４４０のうちの１つまたは複数を含み得る。これらの構成要素の各々は、
１つまたは複数のバス１４３５を介して、直接または間接的に、互いと通信していること
がある。
【０１２３】
　[00143]基地局メモリ１４２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）または読取り専
用メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。基地局メモリ１４２０は、実行されたとき、たとえば、
図１～図１１を参照しながら説明されたように、ＰＲＡＣＨ、専用ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣ
Ｈ、またはＳＲＳ上での狭帯域通信のためにリソースをＵＥデバイスに割り振ることを含
む、ワイヤレス通信に関係する本明細書で説明される様々な機能を基地局プロセッサ１４
１０に実行させるように構成された命令を含んでいるコンピュータ可読、コンピュータ実
行可能コード１４２５を記憶し得る。代替的に、コード１４２５は、基地局プロセッサ１
４１０によって直接的に実行可能ではないが、（たとえば、コンパイルされ、実行された
とき）本明細書で説明される機能のうちのいくつかを基地局１０５－ｃに実行させるよう
に構成され得る。
【０１２４】
　[00144]基地局プロセッサ１４１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、たと
えば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。
基地局プロセッサ１４１０は、（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１４５０、基地
局コミュニケータ１４３０、またはネットワークコミュニケータ１４４０を通して受信さ
れた情報を処理し得る。基地局プロセッサ１４１０はまた、（１つまたは複数の）アンテ
ナ１４５５を通した送信のために（１つまたは複数の）トランシーバ１４５０に送られる
べき情報、１つまたは複数の他の基地局１０５－ｄおよび１０５－ｅへの送信のために基
地局コミュニケータ１４３０に送られるべき情報、または図１を参照しながら説明された
コアネットワーク１３０の１つまたは複数の態様の一例であり得る、コアネットワーク１
３０－ａへの送信のためにネットワークコミュニケータ１４４０に送られるべき情報を処
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理し得る。基地局プロセッサ１４１０は、単独で、またはワイヤレス通信マネージャ１０
２０－ｂとともに、１つまたは複数の無線周波数スペクトル帯域上で通信すること（また
は無線周波数スペクトル帯域上の通信を管理すること）の様々な態様を扱い得る。
【０１２５】
　[00145]（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１４５０は、パケットを変調し、変
調されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）基地局アンテナ１４５５に与え、
（１つまたは複数の）基地局アンテナ１４５５から受信されたパケットを復調するように
構成されたモデムを含み得る。（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１４５０は、い
くつかの例では、１つまたは複数の基地局送信機および１つまたは複数の別個の基地局受
信機として実装され得る。（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１４５０は、１つま
たは複数のワイヤレス通信リンクを介した通信をサポートし得る。（１つまたは複数の）
基地局トランシーバ１４５０は、（１つまたは複数の）アンテナ１４５５を介して、図１
、図２、および図１２を参照しながら説明されたＵＥデバイス１１５またはデバイス１２
１５のうちの１つまたは複数など、１つまたは複数のＵＥデバイスまたは他のデバイスと
双方向に通信するように構成され得る。基地局１０５－ｃは、たとえば、複数の基地局ア
ンテナ１４５５（たとえば、アンテナアレイ）を含み得る。基地局１０５－ｃは、ネット
ワークコミュニケータ１４４０を通してコアネットワーク１３０－ａと通信し得る。基地
局１０５－ｃはまた、基地局コミュニケータ１４３０を使用して、基地局１０５－ｄおよ
び１０５－ｅなど、他の基地局と通信し得る。
【０１２６】
　[00146]ワイヤレス通信マネージャ１０２０－ｂは、１つまたは複数の無線周波数スペ
クトル帯域上でのワイヤレス通信に関係する図１～図１１を参照しながら説明された特徴
または機能の一部または全部を実行または制御するように構成され得る。ワイヤレス通信
マネージャ１０２０－ｂ、またはそれの部分はプロセッサを含み得、あるいはワイヤレス
通信マネージャ１０２０－ｂの機能の一部または全部は、基地局プロセッサ１４１０によ
って実行されるか、または基地局プロセッサ１４１０とともに実行され得る。いくつかの
例では、ワイヤレス通信マネージャ１０２０－ｂは、図１０および図１１を参照しながら
説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０の一例であり得る。
【０１２７】
　[00147]図１５は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
のＵＥデバイス１１５ーｃの図１５００を示す。ＵＥデバイス１１５－ｃは、様々な構成
を有し得、ワイヤレス通信デバイス、パーソナルコンピュータ（たとえば、ラップトップ
コンピュータ、ネットブックコンピュータ、タブレットコンピュータなど）、ハンドヘル
ドデバイス、セルラー電話、スマートフォン、コードレスフォン、ワイヤレスモデム、ワ
イヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、デジタルビデオレコー
ダ（ＤＶＲ）、インターネット機器、ゲーミングコンソール、電子リーダーなどであり得
る。ＵＥデバイス１１５－ｃは、いくつかの例では、モバイルまたはリモート動作を可能
にするために、小型バッテリーなどの内部電源（図示せず）を有し得る。いくつかの例で
は、ＵＥデバイス１１５－ｃは、図１、図２、および図１２を参照しながら説明されたＵ
Ｅデバイス１１５またはデバイス１２１５のうちの１つまたは複数の態様の一例であり得
る。ＵＥデバイス１１５－ｃは、図１～図９、図１２、および図１３を参照しながら説明
されたＵＥデバイスの特徴および機能のうちの少なくともいくつかを実装するように構成
され得る。
【０１２８】
　[00148]ＵＥデバイス１１５－ｃは、ＵＥデバイスプロセッサ１５１０、ＵＥデバイス
メモリ１５２０、（（１つまたは複数の）ＵＥデバイストランシーバ１５３０によって表
される）少なくとも１つのＵＥデバイストランシーバ、（（１つまたは複数の）ＵＥデバ
イスアンテナ１５４０によって表される）少なくとも１つのＵＥデバイスアンテナ、また
はワイヤレス通信マネージャ１２２０－ｂを含み得る。これらの構成要素の各々は、１つ
または複数のバス１５３５を介して、直接または間接的に、互いと通信していることがあ
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る。
【０１２９】
　[00149]ＵＥデバイスメモリ１５２０はＲＡＭまたはＲＯＭを含み得る。ＵＥデバイス
メモリ１５２０は、実行されたとき、たとえば、図１～図９、図１２、および図１３を参
照しながら説明されたように、ＰＲＡＣＨ、専用ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、またはＳＲＳ
上での狭帯域通信を送信することを含む、ワイヤレス通信に関係する本明細書で説明され
る様々な機能をＵＥデバイスプロセッサ１５１０に実行させるように構成された命令を含
んでいるコンピュータ可読、コンピュータ実行可能コード１５２５を記憶し得る。代替的
に、コード１５２５は、ＵＥデバイスプロセッサ１５１０によって直接的に実行可能では
ないが、（たとえば、コンパイルされ、実行されたとき）本明細書で説明される機能のう
ちのいくつかをＵＥデバイス１１５－ｃに実行させるように構成され得る。
【０１３０】
　[00150]ＵＥデバイスプロセッサ１５１０は、インテリジェントハードウェアデバイス
、たとえば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。ＵＥデバイスプ
ロセッサ１５１０は、（１つまたは複数の）ＵＥデバイストランシーバ１５３０を通して
受信された情報、または（１つまたは複数の）ＵＥデバイスアンテナ１５４０を通した送
信のために（１つまたは複数の）ＵＥデバイストランシーバ１５３０に送られるべき情報
を処理し得る。ＵＥデバイスプロセッサ１５１０は、単独で、またはワイヤレス通信マネ
ージャ１２２０－ｂとともに、１つまたは複数の無線周波数スペクトル帯域上で通信する
こと（または無線周波数スペクトル帯域上の通信を管理すること）の様々な態様を扱い得
る。
【０１３１】
　[00151]（１つまたは複数の）ＵＥデバイストランシーバ１５３０は、パケットを変調
し、変調されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）ＵＥデバイスアンテナ１５
４０に与え、（１つまたは複数の）ＵＥデバイスアンテナ１５４０から受信されたパケッ
トを復調するように構成されたモデムを含み得る。（１つまたは複数の）ＵＥデバイスト
ランシーバ１５３０は、いくつかの例では、１つまたは複数のＵＥデバイス送信機および
１つまたは複数の別個のＵＥデバイス受信機として実装され得る。（１つまたは複数の）
ＵＥデバイストランシーバ１５３０は、１つまたは複数のワイヤレス通信リンクを介した
通信をサポートし得る。（１つまたは複数の）ＵＥデバイストランシーバ１５３０は、（
１つまたは複数の）ＵＥデバイスアンテナ１５４０を介して、図１、図２、および図１０
を参照しながら説明された基地局１０５またはデバイス１００５のうちの１つまたは複数
など、１つまたは複数の基地局または他のデバイスと双方向に通信するように構成され得
る。ＵＥデバイス１１５ーｃは単一のＵＥデバイスアンテナを含み得るが、ＵＥデバイス
１１５ーｃが複数のＵＥデバイスアンテナ１５４０を含み得る例があり得る。
【０１３２】
　[00152]ワイヤレス通信マネージャ１２２０－ｂは、１つまたは複数の無線周波数スペ
クトル帯域上でのワイヤレス通信に関係する図１～図９、図１２、および図１３を参照し
ながら説明されたＵＥデバイスの特徴または機能の一部または全部を実行または制御する
ように構成され得る。ワイヤレス通信マネージャ１２２０－ｂ、またはそれの部分はプロ
セッサを含み得、あるいはワイヤレス通信マネージャ１２２０－ｂの機能の一部または全
部は、ＵＥデバイスプロセッサ１５１０によって実行されるか、またはＵＥデバイスプロ
セッサ１５１０とともに実行され得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信マネージャ１
２２０－ｂは、図１２および図１３を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ
１２２０の一例であり得る。
【０１３３】
　[00153]図１６は、本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のため
の方法１６００の一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１６００は、図
１、図２、および図１４を参照しながら説明された基地局１０５のうちの１つまたは複数
の態様、図１０を参照しながら説明されたデバイス１００５の態様、または図１０、図１
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１、および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０のうちの
１つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつかの例では、基地局が、以下で
説明される機能を実行するように基地局の機能要素を制御するためのコードの１つまたは
複数のセットを実行し得る。追加または代替として、基地局は、専用ハードウェアを使用
して、以下で説明される機能のうちの１つまたは複数を実行し得る。
【０１３４】
　[00154]ブロック１６０５において、方法１６００は、複数のサブフレームの各サブフ
レーム中で狭帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別することを含み
得る。識別されたリソースは、図３を参照しながら説明されたように、帯域外リソースま
たは帯域内リソースを含み得る。ブロック１６０５における（１つまたは複数の）動作は
、図１０、図１１、および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１
０２０、または図１０および図１１を参照しながら説明されたリソース識別器１０３５を
使用して実行され得る。
【０１３５】
　[00155]ブロック１６１０において、方法１６００は、複数のＵＥデバイス（たとえば
、狭帯域通信のためのアップリンクリソースを必要とするＵＥデバイス）を識別すること
を含み得る。ブロック１６１０における（１つまたは複数の）動作は、図１０、図１１、
および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０、または図１
０および図１１を参照しながら説明されたＵＥデバイス識別器１０４０を使用して実行さ
れ得る。
【０１３６】
　[00156]ブロック１６１５において、方法１６００は、時間リソースおよび周波数リソ
ースのうちの少なくとも第１の部分をＵＬチャネルに割り振ることを含み得る。いくつか
の例では、周波数リソースの同じセットが、複数のサブフレーム中の各サブフレームの第
１のスロットおよび第２のスロットについて、ＵＬチャネルに割り振られ得る。いくつか
の例では、周波数リソースの同じセットまたは周波数リソースの異なるセットが、複数の
サブフレーム中のあるサブフレームから別のサブフレームにかけて、ＵＬチャネルに割り
振られ得る。いくつかの場合には、ＵＬチャネルは、専用ＰＵＣＣＨなど、ＵＬ制御チャ
ネルの一例であり得る。ブロック１６１５における（１つまたは複数の）動作は、図１０
、図１１、および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０、
または図１０および図１１を参照しながら説明されたＵＬチャネルリソースアロケータ１
０４５を使用して実行され得る。
【０１３７】
　[00157]ブロック１６２０において、方法１６００は、ＵＬチャネルのリソースを、識
別された複数のＵＥデバイスに割り振ることを含み得る。いくつかの例では、ＵＬチャネ
ルのリソースは、イントラリソースブロック周波数ホッピングを使用して、複数のＵＥデ
バイスに割り振られ得る。いくつかの例では、ＵＬチャネルのリソースは、追加または代
替として、ＵＥデバイスに関連するＣＥレベルに少なくとも部分的に基づいて、複数のＵ
ＥデバイスのうちのＵＥデバイスに割り振られ得る。いくつかの例では、複数のＵＥデバ
イスに割り振られたＵＬチャネルのリソースは、バンドルされたＴＴＩを含み得る。ブロ
ック１６２０における（１つまたは複数の）動作は、図１０、図１１、および図１４を参
照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０、または図１０および図１１を
参照しながら説明されたＵＥデバイスリソースアロケータ１０５０を使用して実行され得
る。
【０１３８】
　[00158]したがって、方法１６００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１６００は一
実装形態にすぎないこと、および方法１６００の動作は、他の実装形態が可能であるよう
に、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１３９】
　[00159]図１７は、本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のため
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の方法１７００の一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１７００は、図
１、図２、および図１４を参照しながら説明された基地局１０５のうちの１つまたは複数
の態様、図１０を参照しながら説明されたデバイス１００５の態様、または図１０、図１
１、および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０のうちの
１つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつかの例では、基地局が、以下で
説明される機能を実行するように基地局の機能要素を制御するためのコードの１つまたは
複数のセットを実行し得る。追加または代替として、基地局は、専用ハードウェアを使用
して、以下で説明される機能のうちの１つまたは複数を実行し得る。
【０１４０】
　[00160]ブロック１７０５において、方法１７００は、複数のサブフレームの各サブフ
レーム中で狭帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別することを含み
得る。識別されたリソースは、図３を参照しながら説明されたように、帯域外リソースま
たは帯域内リソースを含み得る。ブロック１７０５における（１つまたは複数の）動作は
、図１０、図１１、および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１
０２０、または図１０および図１１を参照しながら説明されたリソース識別器１０３５を
使用して実行され得る。
【０１４１】
　[00161]ブロック１７１０において、方法１７００は、複数のＵＥデバイス（たとえば
、狭帯域通信のためのアップリンクリソースを必要とするＵＥデバイス）を識別すること
を含み得る。ブロック１７１０における（１つまたは複数の）動作は、図１０、図１１、
および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０、または図１
０および図１１を参照しながら説明されたＵＥデバイス識別器１０４０を使用して実行さ
れ得る。
【０１４２】
　[00162]ブロック１７１５において、方法１７００は、時間リソースおよび周波数リソ
ースのうちの少なくとも第１の部分をＵＬチャネルに割り振ることを含み得る。いくつか
の例では、周波数リソースの同じセットが、複数のサブフレーム中の各サブフレームの第
１のスロットおよび第２のスロットについて、ＵＬチャネルに割り振られ得る。いくつか
の例では、周波数リソースの同じセットまたは周波数リソースの異なるセットが、複数の
サブフレーム中のあるサブフレームから別のサブフレームにかけて、ＵＬチャネルに割り
振られ得る。いくつかの場合には、ＵＬチャネルは、専用ＰＵＣＣＨなど、ＵＬ制御チャ
ネルの一例であり得る。ブロック１７１５における（１つまたは複数の）動作は、図１０
、図１１、および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０、
または図１０および図１１を参照しながら説明されたＵＬチャネルリソースアロケータ１
０４５を使用して実行され得る。
【０１４３】
　[00163]ブロック１７２０において、方法１７００は、ＵＬチャネルの同数のリソース
を基準シンボル送信およびデータシンボル送信に割り振ることを随意に含み得る。ブロッ
ク１７２０における（１つまたは複数の）動作は、図１０、図１１、および図１４を参照
しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０、図１０を参照しながら説明され
たＵＥデバイスリソースアロケータ１０５０、または図１１を参照しながら説明された基
準シンボルアロケータ１１２０を使用して実行され得る。
【０１４４】
　[00164]ブロック１７２５において、方法１７００は、ＵＬチャネルのリソースを、識
別された複数のＵＥデバイスに割り振ることを含み得る。いくつかの例では、ＵＬチャネ
ルのリソースは、イントラリソースブロック周波数ホッピングを使用して、複数のＵＥデ
バイスに割り振られ得る。いくつかの例では、ＵＬチャネルのリソースは、追加または代
替として、ＵＥデバイスに関連するＣＥレベルに少なくとも部分的に基づいて、複数のＵ
ＥデバイスのうちのＵＥデバイスに割り振られ得る。いくつかの例では、複数のＵＥデバ
イスに割り振られたＵＬチャネルのリソースは、バンドルされたＴＴＩを含み得る。ブロ
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ック１７２５における（１つまたは複数の）動作は、図１０、図１１、および図１４を参
照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０、または図１０および図１１を
参照しながら説明されたＵＥデバイスリソースアロケータ１０５０を使用して実行され得
る。
【０１４５】
　[00165]ブロック１７２５における（１つまたは複数の）動作に続いて、方法１７００
は、ブロック１７３０またはブロック１７４０において続き得る。ブロック１７３０にお
いて、方法１７００は、ＵＬチャネル上で、ダウンリンクＡＣＫ、ダウンリンクＮＡＫ、
ＣＱＩ、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つを複数のＵＥデバイスから受信す
ることを含み得る。ブロック１７３０における（１つまたは複数の）動作は、図１０、図
１１、および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０、また
は図１１を参照しながら説明されたフィードバックプロセッサ１１３５を使用して実行さ
れ得る。
【０１４６】
　[00166]ブロック１７３５において、方法１７００は、（たとえば、ブロック１７３０
において）複数のＵＥデバイスのうちの１つまたは複数から少なくとも１つのダウンリン
クのために受信されたＣＱＩに少なくとも部分的に基づいて、狭帯域通信の少なくとも１
つのダウンリンクのためのＣＳＩを決定することを含み得る。ブロック１７３５における
（１つまたは複数の）動作は、図１０、図１１、および図１４を参照しながら説明された
ワイヤレス通信マネージャ１０２０、または図１１を参照しながら説明されたＣＳＩプロ
セッサ１１４０を使用して実行され得る。
【０１４７】
　[00167]ブロック１７４０において、方法１７００は、ＵＬチャネル上で、ダウンリン
クＡＣＫ、ダウンリンクＮＡＫ、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つを複数の
ＵＥデバイスから受信することを含み得る。ブロック１７４０における（１つまたは複数
の）動作は、図１０、図１１、および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マ
ネージャ１０２０、または図１１を参照しながら説明されたフィードバックプロセッサ１
１３５を使用して実行され得る。
【０１４８】
　[00168]ブロック１７４５において、方法１７００は、ＳＲＳの測定、狭帯域通信のア
ップリンクのためのＣＱＩ、ＰＵＳＣＨ上で受信されたＣＱＩ、またはそれらの組合せに
少なくとも部分的に基づいて、狭帯域通信の少なくとも１つのダウンリンクのためのＣＳ
Ｉを概算することを含み得る。ブロック１７４５における（１つまたは複数の）動作は、
図１０、図１１、および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０
２０、または図１１を参照しながら説明されたＣＳＩプロセッサ１１４０を使用して実行
され得る。
【０１４９】
　[00169]したがって、方法１７００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１７００は一
実装形態にすぎないこと、および方法１７００の動作は、他の実装形態が可能であるよう
に、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１５０】
　[00170]図１８は、本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のため
の方法１８００の一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１８００は、図
１、図２、および図１４を参照しながら説明された基地局１０５のうちの１つまたは複数
の態様、図１０を参照しながら説明されたデバイス１００５の態様、または図１０、図１
１、および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０のうちの
１つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつかの例では、基地局が、以下で
説明される機能を実行するように基地局の機能要素を制御するためのコードの１つまたは
複数のセットを実行し得る。追加または代替として、基地局は、専用ハードウェアを使用
して、以下で説明される機能のうちの１つまたは複数を実行し得る。
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【０１５１】
　[00171]ブロック１８０５において、方法１８００は、複数のサブフレームの各サブフ
レーム中で狭帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別することを含み
得る。識別されたリソースは、図３を参照しながら説明されたように、帯域外リソースま
たは帯域内リソースを含み得る。ブロック１８０５における（１つまたは複数の）動作は
、図１０、図１１、および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１
０２０、または図１０および図１１を参照しながら説明されたリソース識別器１０３５を
使用して実行され得る。
【０１５２】
　[00172]ブロック１８１０において、方法１８００は、複数のＵＥデバイス（たとえば
、狭帯域通信のためのアップリンクリソースを必要とするＵＥデバイス）を識別すること
を含み得る。ブロック１８１０における（１つまたは複数の）動作は、図１０、図１１、
および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０、または図１
０および図１１を参照しながら説明されたＵＥデバイス識別器１０４０を使用して実行さ
れ得る。
【０１５３】
　[00173]ブロック１８１５において、方法１８００は、時間リソースおよび周波数リソ
ースのうちの少なくとも第１の部分をＵＬチャネルに割り振ることを含み得る。いくつか
の例では、周波数リソースの同じセットが、複数のサブフレーム中の各サブフレームの第
１のスロットおよび第２のスロットについて、ＵＬチャネルに割り振られ得る。いくつか
の例では、周波数リソースの同じセットまたは周波数リソースの異なるセットが、複数の
サブフレーム中のあるサブフレームから別のサブフレームにかけて、ＵＬチャネルに割り
振られ得る。いくつかの場合には、ＵＬチャネルは、専用ＰＵＣＣＨなど、ＵＬ制御チャ
ネルの一例であり得る。ブロック１８１５における（１つまたは複数の）動作は、図１０
、図１１、および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０、
または図１０および図１１を参照しながら説明されたＵＬチャネルリソースアロケータ１
０４５を使用して実行され得る。
【０１５４】
　[00174]ブロック１８２０において、方法１８００は、ＵＬチャネルの同数のリソース
を基準シンボル送信およびデータシンボル送信に割り振ることを随意に含み得る。ブロッ
ク１８２０における（１つまたは複数の）動作は、図１０、図１１、および図１４を参照
しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０、図１０を参照しながら説明され
たＵＥデバイスリソースアロケータ１０５０、または図１１を参照しながら説明された基
準シンボルアロケータ１１２０を使用して実行され得る。
【０１５５】
　[00175]ブロック１８２０における（１つまたは複数の）動作に続いて、方法１８００
は、ブロック１８２５またはブロック１８３５において続き得る。ブロック１８２５また
は１８３５において、方法１８００は、ＵＬチャネルのリソースを、識別された複数のＵ
Ｅデバイスに割り振ることを含み得る。いくつかの例では、ＵＬチャネルのリソースは、
イントラリソースブロック周波数ホッピングを使用して、複数のＵＥデバイスに割り振ら
れ得る。いくつかの例では、ＵＬチャネルのリソースは、追加または代替として、ＵＥデ
バイスに関連するＣＥレベルに少なくとも部分的に基づいて、複数のＵＥデバイスのうち
のＵＥデバイスに割り振られ得る。いくつかの例では、複数のＵＥデバイスに割り振られ
たＵＬチャネルのリソースは、バンドルされたＴＴＩを含み得る。
【０１５６】
　[00176]ブロック１８２５において、方法１８００は、時間領域におけるクロススロッ
トＣＤＭおよび周波数領域におけるＣＤＭを使用して、ＵＬチャネルのリソースを複数の
ＵＥデバイスに割り振ることを含み得る。いくつかの例では、時間領域におけるクロスス
ロットＣＤＭは、時間領域におけるクロスサブフレームＣＤＭを含み得る。ブロック１８
２５における（１つまたは複数の）動作は、図１０、図１１、および図１４を参照しなが
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ら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０、図１０および図１１を参照しながら説
明されたＵＥデバイスリソースアロケータ１０５０、または図１１を参照しながら説明さ
れたＣＤＭアロケータ１１２５を使用して実行され得る。
【０１５７】
　[00177]ブロック１８３０において、方法１８００は、ＵＬチャネル上で、複数のＵＥ
デバイスの各ＵＥデバイスからマルチプルトーン送信を受信することを含み得る。ブロッ
ク１８３０における（１つまたは複数の）動作は、図１０、図１１、および図１４を参照
しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０、または図１１を参照しながら説
明されたフィードバックプロセッサ１１３５を使用して実行され得る。
【０１５８】
　[00178]ブロック１８３５において、方法１８００は、時間領域におけるクロススロッ
トＣＤＭ、およびＦＤＭを使用して、ＵＬチャネルのリソースを複数のＵＥデバイスに割
り振ることを含み得る。いくつかの例では、時間領域におけるクロススロットＣＤＭは、
時間領域におけるクロスサブフレームＣＤＭを含み得る。ブロック１８３５における（１
つまたは複数の）動作は、図１０、図１１、および図１４を参照しながら説明されたワイ
ヤレス通信マネージャ１０２０、図１０および図１１を参照しながら説明されたＵＥデバ
イスリソースアロケータ１０５０、あるいは図１１を参照しながら説明されたＣＤＭアロ
ケータ１１２５またはＦＤＭアロケータ１１３０を使用して実行され得る。
【０１５９】
　[00179]ブロック１８４０において、方法１８００は、ＵＬチャネル上で、並列に、複
数のＵＥデバイスの各ＵＥデバイスからシングルトーン送信を受信することを含み得る。
いくつかの例では、複数のシングルトーン送信が、ＵＥデバイスのうちの１つまたは複数
から、並列に、ＵＬチャネル上で受信され得る。ブロック１８３０における（１つまたは
複数の）動作は、図１０、図１１、および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通
信マネージャ１０２０、または図１１を参照しながら説明されたフィードバックプロセッ
サ１１３５を使用して実行され得る。
【０１６０】
　[00180]したがって、方法１８００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１８００は一
実装形態にすぎないこと、および方法１８００の動作は、他の実装形態が可能であるよう
に、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１６１】
　[00181]図１９は、本開示の様々な態様による、基地局におけるワイヤレス通信のため
の方法１９００の一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１９００は、図
１、図２、および図１４を参照しながら説明された基地局１０５のうちの１つまたは複数
の態様、図１０を参照しながら説明されたデバイス１００５の態様、または図１０、図１
１、および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０のうちの
１つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつかの例では、基地局が、以下で
説明される機能を実行するように基地局の機能要素を制御するためのコードの１つまたは
複数のセットを実行し得る。追加または代替として、基地局は、専用ハードウェアを使用
して、以下で説明される機能のうちの１つまたは複数を実行し得る。
【０１６２】
　[00182]ブロック１９０５において、方法１９００は、複数のサブフレームの各サブフ
レーム中で狭帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別することを含み
得る。識別されたリソースは、図３を参照しながら説明されたように、帯域外リソースま
たは帯域内リソースを含み得る。ブロック１９０５における（１つまたは複数の）動作は
、図１０、図１１、および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１
０２０、または図１０および図１１を参照しながら説明されたリソース識別器１０３５を
使用して実行され得る。
【０１６３】
　[00183]ブロック１９１０において、方法１９００は、複数のＵＥデバイス（たとえば
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、狭帯域通信のためのアップリンクリソースを必要とするＵＥデバイス）を識別すること
を含み得る。ブロック１９１０における（１つまたは複数の）動作は、図１０、図１１、
および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０、または図１
０および図１１を参照しながら説明されたＵＥデバイス識別器１０４０を使用して実行さ
れ得る。
【０１６４】
　[00184]ブロック１９１５において、方法１９００は、時間リソースおよび周波数リソ
ースのうちの少なくとも第１の部分をＵＬチャネルに割り振ることを含み得る。いくつか
の例では、周波数リソースの同じセットが、複数のサブフレーム中の各サブフレームの第
１のスロットおよび第２のスロットについて、ＵＬチャネルに割り振られ得る。いくつか
の例では、周波数リソースの同じセットまたは周波数リソースの異なるセットが、複数の
サブフレーム中のあるサブフレームから別のサブフレームにかけて、ＵＬチャネルに割り
振られ得る。いくつかの場合には、ＵＬチャネルは、専用ＰＵＣＣＨなど、ＵＬ制御チャ
ネルの一例であり得る。ブロック１９１５における（１つまたは複数の）動作は、図１０
、図１１、および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０、
または図１０および図１１を参照しながら説明されたＵＬチャネルリソースアロケータ１
０４５を使用して実行され得る。
【０１６５】
　[00185]ブロック１９２０において、方法１９００は、時間リソースおよび周波数リソ
ースのうちの第２の部分をＰＲＡＣＨに割り振ることを含み得る。ブロック１９２０にお
ける（１つまたは複数の）動作は、図１０、図１１、および図１４を参照しながら説明さ
れたワイヤレス通信マネージャ１０２０、図１０を参照しながら説明されたＵＥデバイス
リソースアロケータ１０５０、または図１１を参照しながら説明されたＰＲＡＣＨリソー
スアロケータ１１０５を使用して実行され得る。
【０１６６】
　[00186]ブロック１９２５において、方法１９００は、時間リソースおよび周波数リソ
ースのうちの第３の部分をＰＵＳＣＨに割り振ることを含み得る。ブロック１９２５にお
ける（１つまたは複数の）動作は、図１０、図１１、および図１４を参照しながら説明さ
れたワイヤレス通信マネージャ１０２０、または図１１を参照しながら説明されたＰＵＳ
ＣＨリソースアロケータ１１１０を使用して実行され得る。
【０１６７】
　[00187]ブロック１９３０において、方法１９００は、時間リソースおよび周波数リソ
ースのうちの第４の部分をＳＲＳに割り振ることを含み得る。いくつかの例では、ＳＲＳ
を送信するためのリソースは、複数のサブフレームの各々の各シンボル期間中で割り振ら
れ得る。いくつかの例では、ＳＲＳを送信するためのリソースは、リソースがそれの中で
ＵＬチャネルまたはＰＵＳＣＨに割り振られる各サブフレームの最後のシンボル期間中で
割り振られ得る。ブロック１９３０における（１つまたは複数の）動作は、図１０、図１
１、および図１４を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０、または
図１１を参照しながら説明されたＳＲＳリソースアロケータ１１１５を使用して実行され
得る。ＵＬチャネル、ＰＲＡＣＨ、ＰＵＳＣＨ、およびＳＲＳは、（ブロック１９０５に
おいて狭帯域通信のために識別された時間リソース上で）時間領域において、（ブロック
１９０５において狭帯域通信のための識別された周波数リソース上で）周波数領域におい
て、またはそれらの組合せにおいて多重化され得る。
【０１６８】
　[00188]ブロック１９３５において、方法１９００は、ＵＬチャネルの同数のリソース
を基準シンボル送信およびデータシンボル送信に割り振ることを随意に含み得る。ブロッ
ク１９３５における（１つまたは複数の）動作は、図１０、図１１、および図１４を参照
しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０、または図１１を参照しながら説
明された基準シンボルアロケータ１１２０を使用して実行され得る。
【０１６９】
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　[00189]ブロック１９４０において、方法１９００は、ＵＬチャネルのリソースを、識
別された複数のＵＥデバイスに割り振ることを含み得る。いくつかの例では、ＵＬチャネ
ルのリソースは、イントラリソースブロック周波数ホッピングを使用して、複数のＵＥデ
バイスに割り振られ得る。いくつかの例では、ＵＬチャネルのリソースは、追加または代
替として、ＵＥデバイスに関連するＣＥレベルに少なくとも部分的に基づいて、複数のＵ
ＥデバイスのうちのＵＥデバイスに割り振られ得る。いくつかの例では、複数のＵＥデバ
イスに割り振られたＵＬチャネルのリソースは、バンドルされたＴＴＩを含み得る。ブロ
ック１９４０における（１つまたは複数の）動作は、図１０、図１１、および図１４を参
照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１０２０、または図１０および図１１を
参照しながら説明されたＵＥデバイスリソースアロケータ１０５０を使用して実行され得
る。
【０１７０】
　[00190]したがって、方法１９００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１９００は一
実装形態にすぎないこと、および方法１９００の動作は、他の実装形態が可能であるよう
に、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１７１】
　[00191]いくつかの例では、図１６～図１９を参照しながら説明された方法１６００、
１７００、１８００、または１９００の態様が組み合わせられ得る。
【０１７２】
　[00192]図２０は、本開示の様々な態様による、ＵＥデバイスにおけるワイヤレス通信
のための方法２０００の一例を示すフローチャートである。明快のために、方法２０００
は、図１、図２、および図１５を参照しながら説明されたＵＥデバイス１１５のうちの１
つまたは複数の態様、図１２を参照しながら説明されたデバイス１２１５の態様、または
図１２、図１３、および図１５を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１２
２０のうちの１つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつかの例では、ＵＥ
デバイスは、以下で説明される機能を実行するようにＵＥデバイスの機能要素を制御する
ためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥデバ
イスは、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能のうちの１つまたは複数を
実行し得る。
【０１７３】
　[00193]ブロック２００５において、方法２０００は、複数のサブフレームの各サブフ
レーム中で狭帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別することを含み
得る。識別されたリソースは、図３を参照しながら説明されたように、帯域外リソースま
たは帯域内リソースを含み得る。ブロック２００５における（１つまたは複数の）動作は
、図１２、図１３、および図１５を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１
２２０、または図１２および図１３を参照しながら説明されたリソース識別器１２３５を
使用して実行され得る。
【０１７４】
　[00194]ブロック２０１０において、方法２０００は、ＵＥデバイスのためのＵＬチャ
ネルに割り振られた時間リソースおよび周波数リソースのうちの少なくとも第１の部分の
指示を受信することを含み得る。いくつかの場合には、ＵＬチャネルは、専用ＰＵＣＣＨ
など、ＵＬ制御チャネルの一例であり得る。ブロック２０１０における（１つまたは複数
の）動作は、図１２、図１３、および図１５を参照しながら説明されたワイヤレス通信マ
ネージャ１２２０、または図１２および図１３を参照しながら説明されたＵＬチャネルリ
ソース識別器１２４０を使用して実行され得る。
【０１７５】
　[00195]ブロック２０１５において、方法２０００は、ＵＬチャネル上で、ダウンリン
クＡＣＫ、ダウンリンクＮＡＫ、ＣＱＩ、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つ
を送信することを含み得る。ブロック２０１５における（１つまたは複数の）動作は、図
１２、図１３、および図１５を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１２２
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０、または図１２および図１３を参照しながら説明されたフィードバック送信マネージャ
１２４５を使用して実行され得る。
【０１７６】
　[00196]したがって、方法２０００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２０００は一
実装形態にすぎないこと、および方法２０００の動作は、他の実装形態が可能であるよう
に、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１７７】
　[00197]図２１は、本開示の様々な態様による、ＵＥデバイスにおけるワイヤレス通信
のための方法２１００の一例を示すフローチャートである。明快のために、方法２１００
は、図１、図２、および図１５を参照しながら説明されたＵＥデバイス１１５のうちの１
つまたは複数の態様、図１２を参照しながら説明されたデバイス１２１５の態様、または
図１２、図１３、および図１５を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１２
２０のうちの１つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつかの例では、ＵＥ
デバイスは、以下で説明される機能を実行するようにＵＥデバイスの機能要素を制御する
ためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥデバ
イスは、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能のうちの１つまたは複数を
実行し得る。
【０１７８】
　[00198]ブロック２１０５において、方法２１００は、複数のサブフレームの各サブフ
レーム中で狭帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別することを含み
得る。識別されたリソースは、図３を参照しながら説明されたように、帯域外リソースま
たは帯域内リソースを含み得る。ブロック２１０５における（１つまたは複数の）動作は
、図１２、図１３、および図１５を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１
２２０、または図１２および図１３を参照しながら説明されたリソース識別器１２３５を
使用して実行され得る。
【０１７９】
　[00199]ブロック２１１０において、方法２１００は、ＵＥデバイスのためのＵＬチャ
ネルに割り振られた時間リソースおよび周波数リソースのうちの少なくとも第１の部分の
指示を受信することを含み得る。いくつかの場合には、ＵＬチャネルは、専用ＰＵＣＣＨ
など、ＵＬ制御チャネルの一例であり得る。ブロック２１１０における（１つまたは複数
の）動作は、図１２、図１３、および図１５を参照しながら説明されたワイヤレス通信マ
ネージャ１２２０、または図１２および図１３を参照しながら説明されたＵＬチャネルリ
ソース識別器１２４０を使用して実行され得る。
【０１８０】
　[00200]ブロック２１１５において、方法２１００は、ＵＬチャネル上で、ダウンリン
クＡＣＫ、ダウンリンクＮＡＫ、ＣＱＩ、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つ
を送信することを含み得る。ブロック２１１５における（１つまたは複数の）動作は、図
１２、図１３、および図１５を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１２２
０、または図１２および図１３を参照しながら説明されたフィードバック送信マネージャ
１２４５を使用して実行され得る。
【０１８１】
　[00201]ブロック２１１０における（１つまたは複数の）動作に続いて、方法２１００
は、ブロック２１１５またはブロック２１２０において続き得る。ブロック２１１５また
は２１２０において、方法２１００は、ＵＬチャネル上で、ダウンリンクＡＣＫ、ダウン
リンクＮＡＫ、ＣＱＩ、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つを送信することを
含み得る。ブロック２１１５において、方法２１００は、時間領域におけるクロススロッ
トＣＤＭおよび周波数領域におけるＣＤＭを使用して、ＵＬチャネル上で、ダウンリンク
ＡＣＫ、ダウンリンクＮＡＫ、および／またはＣＱＩを送信することを含み得る。いくつ
かの例では、時間領域におけるクロススロットＣＤＭは、時間領域におけるクロスサブフ
レームＣＤＭを含み得る。ブロック２１１５における（１つまたは複数の）動作は、図１
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２、図１３、および図１５を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１２２０
、図１２および図１３を参照しながら説明されたフィードバック送信マネージャ１２４５
、または図１３を参照しながら説明されたＣＤＭ送信マネージャ１３０５を使用して実行
され得る。
【０１８２】
　[00202]ブロック２１２０において、方法２１００は、時間領域におけるクロススロッ
トＣＤＭ、およびＦＤＭを使用して、ＵＬチャネル上で、ダウンリンクＡＣＫ、ダウンリ
ンクＮＡＫ、および／またはＣＱＩを送信することを含み得る。いくつかの例では、時間
領域におけるクロススロットＣＤＭは、時間領域におけるクロスサブフレームＣＤＭを含
み得る。ブロック２１２０における（１つまたは複数の）動作は、図１２、図１３、およ
び図１５を参照しながら説明されたワイヤレス通信マネージャ１２２０、図１２および図
１３を参照しながら説明されたフィードバック送信マネージャ１２４５、あるいは図１３
を参照しながら説明されたＣＤＭ送信マネージャ１３０５またはＦＤＭ送信マネージャ１
３１０を使用して実行され得る。
【０１８３】
　[00203]いくつかの例では、方法２１００は、ＵＬチャネル上で同数の基準シンボルお
よびデータシンボルを送信することを含み得る。
【０１８４】
　[00204]したがって、方法２１００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２１００は一
実装形態にすぎないこと、および方法２１００の動作は、他の実装形態が可能であるよう
に、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１８５】
　[00205]添付の図面に関して上記に記載された詳細な説明は、例について説明しており
、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る例のすべてを表すとは限らない。「例」お
よび「例示的」という語は、この説明で使用されるとき、「例、事例、または例示の働き
をすること」を意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利な」を意味しない。詳細
な説明は、説明される技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの
技法は、これらの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例では、説明された例
の概念を不明瞭にすることを回避するために、よく知られている構造および装置がブロッ
ク図の形式で示されている。
【０１８６】
　[00206]情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表され
得る。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報
、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子
、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１８７】
　[00207]本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよび構成要素は
、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他の
プログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構
成要素、あるいは本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の
組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得
るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコ
ントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの
組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ
、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのよ
うな構成としても実装され得る。
【０１８８】
　[00208]本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行される
ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッ
サによって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令ま
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たはコードとして、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒
体を介して送信され得る。他の例および実装形態が、本開示および添付の特許請求の範囲
の範囲および趣旨内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明された機
能は、プロセッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれら
のうちのいずれかの組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実装され得る。機
能を実装する特徴はまた、機能の部分が、異なる物理的ロケーションにおいて実装される
ように分散されることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。特許請求の範囲を
含めて、本明細書で使用される場合、２つ以上の項目の列挙中で使用されるとき、「およ
び／または」という用語は、列挙された項目のうちのいずれか１つが単独で採用され得る
こと、または列挙された項目のうちの２つ以上の任意の組合せが採用され得ることを意味
する。たとえば、組成が、構成要素Ａ、Ｂ、および／またはＣを含んでいると記述されて
いる場合、その組成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合せ、ＡとＣの組合せ、Ｂ
とＣの組合せ、またはＡとＢとＣの組合せを含んでいることがある。また、特許請求の範
囲を含めて、本明細書で使用される場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも
１つ」あるいは「のうちの１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用され
る「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が、Ａ
またはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢ
およびＣ）を意味するような選言的列挙を示す。
【０１８９】
　[00209]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラム
の転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。
記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒
体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥ
ＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクス
トレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所
望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コ
ンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の
媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれ
る。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、
デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレ
ス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場
合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線
、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用さ
れるディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）
、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディス
ク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ
（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁
気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合
せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１９０】
　[00210]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することが
できるように与えられた。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかになり、本明
細書で定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形形
態に適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、一例
または一事例を示すものであり、言及した例についての選好を暗示せず、または必要とし
ない。したがって、本開示は、本明細書で説明された例および設計に限定されるべきでな
く、本明細書で開示された原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべ
きである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　基地局におけるワイヤレス通信のための方法であって、
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　複数のサブフレーム中で狭帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別
することと、
　複数のユーザ機器（ＵＥ）デバイスを識別することと、
　アップリンク（ＵＬ）制御情報を搬送するために、前記時間リソースおよび前記周波数
リソースのうちの少なくとも第１の部分をＵＬチャネルに割り振ることと、
　前記ＵＬチャネルのリソースを前記識別された複数のＵＥデバイスに割り振ることとを
備える、方法。
[Ｃ２]　前記ＵＬチャネル上で、前記複数のＵＥデバイスのうちの１つまたは複数から、
ダウンリンク肯定応答（ＡＣＫ）とダウンリンク否定応答（ＮＡＫ）の一方または両方を
受信すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記ＵＬチャネルを、時間領域と周波数領域の一方または両方において、物理ア
ップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）
、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）、またはそれらの組合せと多重化すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ４]　前記ＵＬチャネルが専用物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を備える
、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ５]　前記ＵＬチャネルの同数のリソースを基準シンボル送信およびデータシンボル送
信に割り振ること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ６]　前記ＵＬチャネルのリソースを前記複数のＵＥデバイスに割り振ることが、
　時間領域におけるクロススロット符号分割多重化（ＣＤＭ）、周波数領域におけるＣＤ
Ｍ、周波数領域多重化（ＦＤＭ）、またはそれらの組合せを使用して、前記ＵＬチャネル
のリソースを前記複数のＵＥデバイスに割り振ること
を備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ７]　前記ＵＬチャネル上で、前記複数のＵＥデバイスからマルチプルトーン送信を受
信すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ８]　前記ＵＬチャネル上で、並列に、前記複数のＵＥデバイスからシングルトーン送
信を受信すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ９]　前記ＵＬチャネル上で並列に、前記複数のＵＥデバイスのうちのＵＥデバイスか
ら、複数のシングルトーン送信を受信すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１０]　前記時間リソースおよび前記周波数リソースのうちの少なくとも前記第１の部
分を前記ＵＬチャネルに割り振ることが、
　前記複数のサブフレーム中の第１のスロットおよび第２のスロットについて、周波数リ
ソースの同じセットを前記ＵＬチャネルに割り振ること
を備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１１]　前記時間リソースおよび前記周波数リソースのうちの少なくとも前記第１の部
分を前記ＵＬチャネルに割り振ることが、
　前記複数のサブフレーム中のあるサブフレームから別のサブフレームにかけて、周波数
リソースの同じセットまたは周波数リソースの異なるセットを前記ＵＬチャネルに割り振
ること
を備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１２]　前記ＵＬチャネルのリソースを前記複数のＵＥデバイスに割り振ることが、
　イントラリソースブロック周波数ホッピングを使用して、前記ＵＬチャネルのリソース
を前記複数のＵＥデバイスに割り振ること
を備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１３]　前記複数のＵＥデバイスに割り振られた前記ＵＬチャネルの前記時間リソース
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および前記周波数リソースが、バンドルされた送信時間間隔（ＴＴＩ）を備える、Ｃ１に
記載の方法。
[Ｃ１４]　サウンディング基準信号（ＳＲＳ）の測定、前記狭帯域通信のアップリンクの
ためのチャネル品質情報（ＣＱＩ）、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上で
受信されたＣＱＩ、またはそれらの組合せに少なくとも部分的に基づいて、前記狭帯域通
信の少なくとも１つのダウンリンクのためのチャネル状態情報（ＣＳＩ）を概算すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１５]　前記ＵＬチャネルのリソースを前記複数のＵＥデバイスに割り振ることが、
　前記ＵＥデバイスに関連するカバレージ向上（ＣＥ）レベルに少なくとも部分的に基づ
いて、前記ＵＬチャネルのリソースを前記複数のＵＥデバイスのうちのＵＥデバイスに割
り振ること
を備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１６]　前記複数のサブフレームの各サブフレームの各シンボル期間中に、サウンディ
ング基準信号（ＳＲＳ）を送信すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１７]　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
を備え、前記命令が、前記装置に、
　　複数のサブフレーム中で狭帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識
別することと、
　　複数のユーザ機器（ＵＥ）デバイスを識別することと、
　　アップリンク（ＵＬ）制御情報を搬送するために、前記時間リソースおよび前記周波
数リソースのうちの少なくとも第１の部分をＵＬチャネルに割り振ることと、
　　前記ＵＬチャネルのリソースを前記識別された複数のＵＥデバイスに割り振ることと
を行わせるために前記プロセッサによって実行可能である、
装置。
[Ｃ１８]　前記命令が、
　前記ＵＬチャネル上で、前記複数のＵＥデバイスのうちの１つまたは複数から、ダウン
リンク肯定応答（ＡＣＫ）とダウンリンク否定応答（ＮＡＫ）の一方または両方を受信す
る
ために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ１７に記載の装置。
[Ｃ１９]　前記命令が、
　前記ＵＬチャネルを、時間領域と周波数領域の一方または両方において、物理アップリ
ンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）、サウ
ンディング基準信号（ＳＲＳ）、またはそれらの組合せと多重化する
ために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ１７に記載の装置。
[Ｃ２０]　前記ＵＬチャネルが専用物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を備え
る、Ｃ１７に記載の装置。
[Ｃ２１]　前記命令が、
　前記ＵＬチャネルの同数のリソースを基準シンボル送信およびデータシンボル送信に割
り振る
ために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ１７に記載の装置。
[Ｃ２２]　前記ＵＬチャネルのリソースを前記複数のＵＥデバイスに割り振るために前記
プロセッサによって実行可能な前記命令が、
　時間領域におけるクロススロット符号分割多重化（ＣＤＭ）、周波数領域におけるＣＤ
Ｍ、周波数領域多重化（ＦＤＭ）、またはそれらの組合せを使用して、前記ＵＬチャネル
のリソースを前記複数のＵＥデバイスに割り振る
ために前記プロセッサによって実行可能な命令を備える、Ｃ１７に記載の装置。
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[Ｃ２３]　前記時間リソースおよび前記周波数リソースのうちの少なくとも前記第１の部
分を前記ＵＬチャネルに割り振るために前記プロセッサによって実行可能な前記命令が、
　前記複数のサブフレーム中の第１のスロットおよび第２のスロットについて、周波数リ
ソースの同じセットを前記ＵＬチャネルに割り振る
ために前記プロセッサによって実行可能な命令を備える、Ｃ１７に記載の装置。
[Ｃ２４]　前記時間リソースおよび前記周波数リソースのうちの少なくとも前記第１の部
分を前記ＵＬチャネルに割り振るために前記プロセッサによって実行可能な前記命令が、
　前記複数のサブフレーム中のあるサブフレームから別のサブフレームにかけて、周波数
リソースの同じセットまたは周波数リソースの異なるセットを前記ＵＬチャネルに割り振
る
ために前記プロセッサによって実行可能な命令を備える、Ｃ１７に記載の装置。
[Ｃ２５]　前記ＵＬチャネルのリソースを前記複数のＵＥデバイスに割り振るために前記
プロセッサによって実行可能な前記命令が、
　イントラリソースブロック周波数ホッピングを使用して、前記ＵＬチャネルのリソース
を前記複数のＵＥデバイスに割り振る
ために前記プロセッサによって実行可能な命令をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
[Ｃ２６]　前記複数のＵＥデバイスに割り振られた前記ＵＬチャネルの前記時間リソース
および前記周波数リソースが、バンドルされた送信時間間隔（ＴＴＩ）を備える、Ｃ１７
に記載の装置。
[Ｃ２７]　前記ＵＬチャネルのリソースを前記複数のＵＥデバイスに割り振るために前記
プロセッサによって実行可能な前記命令が、
　前記ＵＥデバイスに関連するカバレージ向上（ＣＥ）レベルに少なくとも部分的に基づ
いて、前記ＵＬチャネルのリソースを前記複数のＵＥデバイスのうちのＵＥデバイスに割
り振る
ために前記プロセッサによって実行可能な命令をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
[Ｃ２８]　ユーザ機器（ＵＥ）デバイスにおけるワイヤレス通信のための方法であって、
　複数のサブフレーム中で狭帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識別
することと、
　前記ＵＥデバイスのためのアップリンク（ＵＬ）制御情報を搬送するために、ＵＬチャ
ネルに割り振られた前記時間リソースおよび前記周波数リソースのうちの少なくとも第１
の部分の指示を受信することと、
　前記ＵＬチャネル上で、ダウンリンク肯定応答（ＡＣＫ）とダウンリンク否定応答（Ｎ
ＡＫ）の一方または両方を送信することと
を備える、方法。
[Ｃ２９]　物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を送信することをさらに備え、
ここにおいて、前記ＵＬチャネルが前記ＰＵＳＣＨと多重化される、
Ｃ２８に記載の方法。
[Ｃ３０]　前記ＵＬチャネルが専用物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を備え
る、Ｃ２８に記載の方法。
[Ｃ３１]　前記ＵＬチャネル上で同数の基準シンボルおよびデータシンボルを送信するこ
と
をさらに備える、Ｃ２８に記載の方法。
[Ｃ３２]　前記ＵＬチャネル上で、時間領域におけるクロススロット符号分割多重化（Ｃ
ＤＭ）、周波数領域におけるＣＤＭ、周波数領域多重化（ＦＤＭ）、またはそれらの組合
せを使用して送信すること
をさらに備える、Ｃ２８に記載の方法。
[Ｃ３３]　ユーザ機器（ＵＥ）デバイスにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
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を備え、前記命令が、
　　複数のサブフレーム中で狭帯域通信のために時間リソースおよび周波数リソースを識
別することと、
　　前記ＵＥデバイスのためのアップリンク（ＵＬ）制御情報を搬送するために、ＵＬチ
ャネルに割り振られた前記時間リソースおよび前記周波数リソースのうちの少なくとも第
１の部分の指示を受信することと、
　　前記ＵＬチャネル上で、ダウンリンク肯定応答（ＡＣＫ）とダウンリンク否定応答（
ＮＡＫ）の一方または両方を送信することと
を行うために前記プロセッサによって実行可能である、
装置。
[Ｃ３４]　前記命令が、
　物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を送信するために前記プロセッサによっ
て実行可能であり、ここにおいて、前記ＵＬチャネルが前記ＰＵＳＣＨと多重化される、
Ｃ３３に記載の装置。
[Ｃ３５]　前記ＵＬチャネルが専用物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を備え
る、Ｃ３３に記載の装置。
[Ｃ３６]　前記命令が、
　前記ＵＬチャネル上で同数の基準シンボルおよびデータシンボルを送信する
ために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ３３に記載の装置。
[Ｃ３７]　前記命令が、
　前記ＵＬチャネル上で、時間領域におけるクロススロット符号分割多重化（ＣＤＭ）、
周波数領域におけるＣＤＭ、周波数領域多重化（ＦＤＭ）、またはそれらの組合せを使用
して送信する
ために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ３３に記載の装置。
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